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9

9

9

9

9

9

9
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-
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,
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〗
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説
〗
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＇’ヽ
9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9
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,

＇は
じ
め
に

〔I
〕
社
会
党
の
選
挙
実
績
に
み
る
変
化
（
一
九
五
八
ー
八
六
）

〔II
〕
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
に
み
る
社
会
党
の
議
席
ー
得
票
率
連
動
状
況

（
一
）
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
変
化

（
一
＿
）
社
会
党
次
点
者

面
〕
変
化
の
原
因
そ
の
一
ー
候
補
者
属
性
に
よ
る
社
会
党
候
補
者
の
集
票
力
の
変
化

〔w
〕
変
化
の
原
因
そ
の
二
—
|
l

都
市
化
、
定
数
、
他
党

〔
＞
〕
一
九
六

0
年
代
末
と
じ

0
年
代
以
降
の
変
化
1

世
論
デ
ー
タ
か
ら

（
一
）
六

0
年
代
末
の
転
換

（
二
）
七

0
年
代
以
後

お
わ
り
に

神

九
六
九
年
の
決
定
的
選
挙

日
本
社
会
党
の
得
票
構
造
の
史
的
分
析

江

伸

介
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と
こ
よ
っ
こ
、

!

V

-

い
く
つ
か
の
時
期
に
決
定
的
選
挙
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
の
概
念
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
次
の
通
り
で
あ

る
。
第
．
に
、
「
新
し
い
政
党
制
確
立
に
帰
結
す
る
政
党
勢
力
と
大
衆
の
支
持
の
再
編
成
」
、
第
：
に
、
「
敗
北
政
党
ま
た
は
そ
の
後
継
者
の

指
導
構
造
に
お
け
る
、
E
な
部
分
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
政
治
の
新
万
向
へ
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
適
応
」
、
第
一
一
一
に
、

う
よ
り
む
し
ろ
新
し
い
争
点
を
め
ぐ
る
再
方
向
づ
け
」
が
生
じ
る
。
即
ち
、
決
定
的
選
乍
と
は
、

の
み
）
、
民
社
党
登
場
に
よ
る
：
四
党
期
（
／
几
六

0
ー
パ
．
1

-

年
）
、
公
明
党
登
場
に
よ
る
四
党
期
（
／
几
パ
七
年
）
、

し

＼

＼

く

：

こ

}

!

0
ー
）
ー
／

tl）

「
政
治
の
旧
い
と
い

共
産
拡
張
に
よ
る
五
党

期
（
．
九
パ
九
ー
じ
d

4

)

、
新
自
由
ク
ラ
ブ
登
場
に
よ
る
六
党
期
（
／
几
七
バ
ー
八

1

・
・
年
）
、
保
守
の
得
想
率
回
復
に
よ
る
保
守
回
帰
期
（
．

と
い
う
よ
う
に
、
政
党
制
の
再
編
成
ら
し
い
も
OJ
を
後
付
け
ろ
こ
と
が
て
き
よ
う
。
各
々
の
政
党
に
対
す
る
再
編
の

影
粋
に
つ
い
て
は
、
直
接
縦
横
に
支
持
屈
を
交
換
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
か
、

あ
る
い
は
新
打
権
者
・
棄
権
層
の
動
員
に
よ
る
も
の
か
、

選
羊
に
よ
↓
て
異
な
る
だ
ろ
う
。
明
確
な
形
で
五
五
年
以
後
の
日
本
政
治
の
再
編
い
定
説
か
な
い
又
は
定
説
が
唱
え
う
る
ほ
ど
そ
oJ
期
間

い
政
党
史
か
長
く
な
い
現
在
の
段
附
で
は
、

さ
し
あ
た
り
、

あ
る
政
党
に

□

い
て
加
え
ら
れ
る
再
編
の
影
醐
r

ら
し
き
も
の
を
探
り
出
す
こ

日
本
の
政
党
制
の
史
的
状
況
を
探
る
手
が
か
り
に
す
る
作
業
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
後

1
本
の
紛
選
乍
に
お
い
て
も
、

五
五
年
の
社
会
党
統
．
、
保
守
合
同
以
後
、

・
い
大
政
党
期
（
衆
院
選
レ
ベ
ル
で
は
、

‘

、

、

じ
ー
＂
て
み
る
と

ヽ

ー は
個
々
い
政
党
と
い
う
よ
り
、

個
々
の
政
党
の
支
持
構
造
、

指
導
構
造
、

そ
し
て
政
策
構
造
い
変
化
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

一
九
五
八
年

争
点
の
変
化
を
も
た
ら
す
選
学
で
あ
る
と
い
う
．

1

↓
点
に
集
約
さ
れ
る
わ
け
だ
が
、

-
1
J
-

あ
く
ま
て
政
治
の
対
立
枠
組
み
1

1

政
党
制
に
集
中
し
て
い
る
。

し
か
し
、

政
党
制
の
変
更
は
ミ
ク
ロ
な
視

制
確
立
、

指
導
構
造
の
変
吏
、

米
国
の
研
究
者
の
関
心

選
挙
人
レ
ベ
ル
に
お
け
る
新
し
い
政
党

米
国
で
は
、

は

じ

め

に
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造U)史的分析（神礼）

を
行
う
。
次
に
、

を
行
う
。

以
上
の
分
析
に
は
米
国
議
会
選
挙
の
最
近
の
研
究
方
法
を
い
く
つ
か
を
利
用
す
る
が
、

る
。
米
国
で
は
議
会
選
挙
に
お
け
る
現
職
優
位
の
傾
向
が
認
め
ら
れ
、

が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
米
国
で
は
現
職
侵
位
が
議
会
選
挙
に
お
け
る
政
党
の
衰
退
と
並
行
し
て
生
じ
て
い
る
現
象
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
線
に
沿
っ
て
、
社
会
党
の
勢
力
そ
の
も
の
の
衰
退
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
確
認
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
際
に
、
米
国

の
関
心
で
あ
る
選
挙
競
争
を
議
席
に
反
映
す
る
政
党
の
能
力
と
い
う
観
点
で
み
る
と
「
衰
退
」
が
よ
り
よ
く
イ
メ
ー
ジ
出
来
る
だ
ろ
う
。

又
、
社
会
党
の
衰
退
の
原
因
の
ひ
と
つ
に
現
職
優
位
や
候
補
者
の
弱
さ
と
い
う
米
国
的
視
点
を
応
用
す
る
こ
と
も
有
益
で
あ
ろ
う
。

し
、
こ
の
よ
う
な
問
題
関
心
は
、
選
挙
の
ル
ー
ル
が
異
な
る
日
本
に
そ
の
ま
ま
あ
て
は
め
る
こ
と
は
も
と
よ
り
慎
重
で
あ
る
必
要
が
あ
る
。

特
に
制
御
が
必
要
な
制
度
要
因
と
し
て
は
、
日
本
の
中
選
挙
区
制
と
、
多
党
制
で
あ
る
。
中
選
挙
区
制
は
、
米
国
の
よ
う
な
、
民
主
党
か

共
和
党
か
と
い
う
対
立
軸
が
現
職
か
新
人
か
と
い
う
対
立
軸
に
変
移
し
た
と
い
う
直
線
的
議
論
を
、
優
勝
候
補
者
群
と
落
選
候
補
者
群
の

本
論
は
、

と
い
う
の
が
目
的
で
あ
る
。

あ
る
が
、
社
会
党
は
、

そ
の
よ
う
な
観
点
で
い
う
と
、

日
本
社
会
党
は
、
「
長
期
低
落
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
変
化
の
方
向
が
／
方
向
的
で
分
か
り
や
す
い
政

に
も
と
づ
い
て
探
り
出
す
こ
と
は
、

日
本
の
現
代
政
党
史
の
重
要
な
局
面
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
有
効
な
方
法
で
あ
ろ
う
。
周
知
の
こ
と
で

．
几
六
九
年
に
大
き
く
議
席
と
得
票
率
を
減
少
さ
せ
、

来
な
か
っ
た
。
本
稿
は
、
社
会
党
い
こ
の
変
化
の
糾
節
点
た
る
六
九
年
総
選
挙
に
視
点
を
す
え
て
社
会
党
の
変
化
を
探
り
出
し
て
み
よ
う

こ
の
課
題
に
即
し
て
、

ま
ず
社
会
党
の
史
的
変
化
の
選
挙
統
計
資
料
に
よ
る
確
認
と
、
変
化
の
時
期
、
変
化
の
方
向
の
確
定

そ
の
よ
う
な
変
化
が
な
ぜ
発
生
し
た
の
か
を
見
い
だ
す
た
め
の
候
補
者
分
析
、
選
挙
区
単
位
分
析
、
世
論
デ
ー
タ
分
析

党
で
あ
る
。
社
会
党
の
変
化
が
い
つ
、

そ
の
後
パ
几
年
以
前
の
レ
ベ
ル
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
出

そ
の
背
景
に
は
以
下
の
様
な
こ
と
が
念
頭
に
あ

そ
の
事
実
の
確
認
、
原
因
の
発
見
に
つ
い
て
様
々
な
指
標
の
開
発

ど
の
よ
う
に
し
て
、
何
が
原
因
と
な
っ
て
発
生
し
た
か
、

‘、
し
カ

こ
れ
を
社
会
党
の
選
挙
に
お
け
る
実
績
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民 社党 r仕, 洋 党

候補 酋選 杓率可示％ 西 候補 茸選 和率可示％ 西
総議席

者数 者数 者数 者数

56: 26 : 6.4 129 : 26 : 8.8 512 

54 : 38 : 7.3 128 : 26 : 9.4 511 

50 : 32 : 6.6 129 : 29: 9.8 511 

53: 35 : 6.8 128 : 39 : 10. 4 511 

51 : 29: 6.3 128 : 17: 10.4 511 

65 : 19 : 7.0 122 : 38 : 10. 5 491 

68: 31 : 7.7 123 : 14 : 6.8 486 

： 

60: 30 : 7.4 123 : 5: 4.8 486 

59: 23: 7.4 118: 5: 4.0 467 

105 : 17 : 8.8 118 : 3: 2.9 467 

114 : 1 : 2.6 467 

の
多
派
閥
下
）

低
落
し
た
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、

-
0議
席
前
後
の
状
態
を
続
け
、

一
九
五
八
年
か
ら
六
七
年
の
一
四
〇

八
六
年
に
六
九
年
の
レ
ベ
ル
以
下
に

六
九
年
に
五

0
議
席
減
、

六
九
ー
七
六
年
に
一
―

10増
そ
の
後
八

0
年
ま
で

中
の
小
変
動
の
主
な
も
の
は
、

五
八
ー
六

0
年
に
二

0
議
席
減
、
六
七
ー

点
の
八
五
の
差
八
一
議
席
と
、

こ
の
期
間
中
半
分
に
減
っ
て
い
る
。
期
間

議
席
の
観
点
で
い
う
と
、
社
会
党
は
、

ス
タ
ー
ト
時
点
の
一
六
六
、
終

数
、
当
選
者
数
、
相
対
得
票
率
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

I
ー
1
表
は
：
九
五
八
年
か
ら
八
六
年
期
間
中
の
政
党
別
の
候
補
者

[
I
]
 
社
会
党
の
選
挙
実
績
に
み
る
変
化

（
一
九
五
八
ー
八
六
）

区
別
さ
れ
る
特
徴
は
何
か
と
い
う
議
論
で
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
多
党
制
に
か
ん
し
て
は
、
現
職
要
因
が
政
党
要
因
に
交
替
し
た
と

い
う
枠
組
み
で
は
な
く
、
政
党
間
対
立
枠
組
み
は
何
か
、
対
立
す
る
セ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
に
変
化
し
た
か
と
い
う
よ
う
に
問
題
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
あ
る
意
味
で
は
、
必
ず
し
も
現
職
ー
新
人
間
得
票
率
差
拡
大
と
い
う
形
で
政
党
制
衰
退
が
多
党
制
下
（
ま
た
は
自
民
党

で
認
め
ら
れ
ず
、
多
党
制
下
の
一
政
党
の
衰
退
↓
他
の
政
党
の
浮
上
と
い
う
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
日
本
政
治
に
お
い
て
認
め

ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
日
本
の
政
党
政
治
の
尚
揺
藍
期
に
あ
る
健
全
性
を
示
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

四
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

I -1表 1958年以後の 5党総選挙実績（その他、無所属を除く）

自 民 党 社 ./>- 党 F1¥ _,_ 明 ,>U, 兄
ユ文

誓悶 当選 和率可示％ 西 誓贋 当選 闘 誓悶 胄選 闘者数 者数 者数

1986 317 : 300 : 49.4 138 : 85 : 17. 2 61 : 56: 9.4 

1983 338 : 249: 45.8 144 : 112: 19.5 59: 58 : 10. l 

1980 310: 284 : 47. 9 149 : 107: 19.3 64: 33 : 9.0 

1979 322 : 248 : 44 .6 157 : 107: 19.7 64 : 57 : 9.8 

1976 320 : 249 : 41. 8 162 : 123 : 20. 7 84 : 55 : 10. 9 

1972 339: 271 : 46. 9 161 : 118: 21.9 59 : 29: 8.5 

i 1969 328 : 288: 47.6 183 : 90 : 21. 4 76 : 47: 10.9 

, 1967 342 : 277 : 48.8 209~ 140 : 27. 9 32 : 25 : 5.4 

1963 I 359: 283 : 54. 7 198 : 144: 29.0 

1960 399: 296: 57.6 186 : 145: 27.6 ： 

1958 413 : 287 : 57 .8 246: 166: 32.9 
： 

五

一
般
に
政
党
支
持
は
得
票
率
に
反
映
し
、
得
票
率
は
議
席

落
が
階
段
状
に
生
じ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

六
年
の
一
―
―
-
|
―
八
％
の
期
間
と
い
う
よ
う
に
六
九
年
を
節
目
に
支
持
低

表
に
よ
る
と
、

五
八
ー
六
七
年
の
ニ
―
―
-
|
1
一
八
％
の
期
間
と
、

六
九
ー
八

的
低
落
傾
向
を
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

I
_
2
表
は
社
会
党
支
持
率

の
五
八
I

八
六
年
の
変
化
を
示
し
て
い
る
（
「
朝
日
」
選
挙
直
前
調
査
）
が
、

と
こ
ろ
で
、

第
一
に
、
社
会
党
の
内
部
的
要
因
と
し
て
、
社
会
党
の
支
持
率
の
長
期

社
会
党
の
規
則
的
な
低
落
の
原
因
は
何
か
？

こ
の
こ
と
に
つ
い
て

約

1
0％
も
下
が
っ
て
い
る
六
九
年
以
後
の
期
間
で
あ
る
。

IJ
ち、

日い

ニ
八
＼
一
二
三
％
の
五
八
＼
六
七
年
の
期
間
と
、

議
席
の
観
点
で
い
う
と
、

一
九
六
九
年
の
選
挙
が
両
期
間
を
分
け
る
分
界

を
超
え
る
期
間
と
、
六
九
か
ら
八
六
年
の
最
低
八
五
を
記
す
期
間
が
あ
り
、

点
と
な
っ
て
い
る
。
議
席
率
で
は
、
二
九
＼
三
六
％
の
期
間
と
、

四
％
の
期
間
で
あ
る
。

一
七
＼
二

相
対
得
票
率
の
観
点
で
い
う
と
こ
の
時
期
区
分
は
更
に
簡
素
に
な
る
。

一
七
＼
二
二
％
と

二
期
間
の
分

界
点
は
や
は
り
六
七
年
か
ら
六
％
下
落
さ
せ
た
六
九
年
の
選
挙
で
あ
る
。

は
、
後
に
分
析
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
表
か
ら
概
観
で
き
る
限
り
で
社
会

党
の
内
部
的
要
因
、
外
部
的
要
因
に
分
け
て
モ
デ
ル
化
し
て
お
こ
う
。
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な
い
、
あ
る
い
は
、

じ
る
。

I -2表 総選挙直前政党支持率（％）

t'J ; ti:; 公：民； 共：新
'''  
''  ''  

民；会：叫 ＇社. r産' 自'''  
'''  

'''  '''  
＇ 

1986 : 59 15 s 4 3 ： 2 
1983 : 55 18 4 ： 5 4 ： 1 ， 

1980 : 37 13 4 ，r ） 4 ： 1 
： 

1979 : 35 14 4 4 3 ： 2 

1976 : 32 15 4 
： 
4 4 3 

1972 : 36 18 4 4 4 ： 
1969 • 39 18 r` ） ： 6 2 ： 

： 

1967 : 36 24 3 4 2 

1963 : 40 26 3 1 
： 

1960 : 39 23 5 ： 1 ： 
1958 : 39 28 

゜
： 

I廿） 11雄已他「政柏学ナータブック」（蒼林社、

1981¥f)、98貞、及び期fI年鑑の各年度。

そ
れ
が
上
記
の
ラ
グ

選
挙
戦
略
・
支
持
率
の
誤
読
等
に
よ
っ
て
擁
立
の
失
敗
事
例
か
履
々
生

に
比
例
的
に
反
映
す
る
こ
と
が
選
挙
に
お
け
る
理
想
的
な
民
意
の
反
映

の
仕
方
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
比
例
代
表
制
を
と
ら

な
い
日
本
の
選
挙
区
制
の
場
合
こ
の
よ
う
な
比
例
関
係
は
期
待
で
き
な

い
。
積
極
的
に
い
え
ば
、

日
本
の
選
挙
文
化
に
お
い
て
、
党
よ
り
人
に

投
票
す
る
と
い
う
選
択
基
準
が
強
調
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的

に
歪
み
が
生
じ
て
い
る
。
有
力
候
補
者
を
増
や
せ
ば
得
票
率
も
増
え
る

と
い
う
自
民
党
な
ら
と
も
か
く
、
組
織
的
支
持
が
比
較
的
明
確
な
政
党

の
場
合
、
支
持
の
比
率
に
で
き
る
だ
け
近
く
な
る
よ
う
に
候
補
者
数
を

調
整
す
る
必
要
が
あ
る
の
だ
が
、
選
挙
区
の
特
殊
事
情
・
強
気
弱
気
の

I
I
1
表
に
よ
る
と
、
社
会
党
は
六
九
年
に
六
七
年
よ
り
二
六
人
候
補
者
を
絞
っ
た
後
、

八
六
年
ま
で
ほ
ぽ
規
則
的
に
候
補
者
数
を
減

ら
し
て
き
た
。
得
票
率
の
減
少
は
、
候
補
者
数
の
減
少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
候
補
者
数
を
多
く
し
て
も
得
票
率
が
変
わ
ら

か
え
っ
て
低
下
す
る
と
い
う
事
態
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、
」
ハ
三
年
と
六
七
年
を
比
べ
る
こ
と
。
そ
れ
だ
け
で
な

く
、
六
九
年
以
後
の
減
ら
し
方
は
得
票
率
の
減
り
方
に
対
し
て
緩
慢
で
あ
る
。
あ
る
い
は
ラ
グ
が
あ
る
と
い
っ
て
も
よ
い
。
何
人
の
候
補

者
を
立
て
る
か
は
、
政
党
の
側
か
ら
み
る
と
、
前
回
得
票
率
も
し
く
は
当
選
効
率
の
判
断
の
も
と
で
決
め
ら
れ
る
選
挙
戦
略
で
あ
る
。
社

会
党
は
変
化
を
先
取
り
し
て
当
選
可
能
な
範
囲
で
候
補
者
戦
略
を
立
て
る
と
い
う
点
で
は
甚
だ
し
い
鈍
さ
を
示
し
、

な
選
挙
人
ー
政
党
間
関
係
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

一
層
こ
の
比
例
関
係

『-

ノ‘
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

七

一
九
六
九
年
の
激
落
は
、
公
明
党
の
急
騰
、
共
産
党
の
上
昇
に
よ

政
党
の
勢
力
、
更
に
は
そ
の
再
編
成
と
い
う
観
点
で
は
、
基
本
的
に
は
選
挙
人
に
お
け
る
支
持
の
状
態
が
ま
ず
定
位
さ
れ
、
次
に
指
導

者
の
状
態
が
定
位
さ
れ
る
と
い
う
よ
う
に
み
る
と
す
る
な
ら
ば
、

党
の

た
と
え
選
挙
で
の
勝
敗
が
安
定
し
て
い
な
い
よ
う
に
み
え
て
も
、

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

勢
力
の
現
実
の
姿
は
支
持
率
と
当
選
者
数
の
組
合
せ
の
中
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
支
持
ー
当
選
者
の
連
携
に
お
い
て
低
落
し
て

、
、
、
、
、
、
、

行
く
社
会
党
の
変
化
を
長
期
低
落
モ
デ
ル
と
呼
ん
で
お
く
。

第
二
に
、
社
会
党
の
外
部
的
要
因
の
影
稗
の
最
大
の
も
の
は
他
の
野
党
の
拡
大
状
況
で
あ
ろ
う
。
野
党
は
四
党
間
関
係
で
考
え
る
と
、

社
会
党
と
相
互
に
交
換
す
る
、
他
党
相
互
で
交
換
す
る
、
新
投
票
者
層
を
動
員
す
る
、
と
い
う
方
法
で
、
社
会
党
の
相
対
得
票
率
に
直
接
・

間
接
に
影
響
を
与
え
る
。
社
会
党
の
変
化
を
画
し
た
要
因
で
み
る
と
、

ぼ
う
。
対
し
て
、

る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。
自
民
党
は
依
然
得
票
率
を
下
げ
て
い
る
か
ら
、
六
九
年
段
階
か
ら
の
多
党
化
状
況
の
全
面
化
に
よ
っ
て
社
会
党
の

、
、
、
、
、
、

再
編
が
決
定
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
な
要
因
を
も
っ
て
社
会
党
の
変
化
を
説
明
で
き
る
場
合
、
多
党
化
モ
デ
ル
と
呼

、
、
、
、
、

五
八
年
の
自
民
党
と
社
会
党
で
交
換
し
合
う
場
合
一
一
党
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
。

八
0
年
代
に
な
る
と
、

党
の
得
票
率
が
、

八

0
、
八
三
年
の
例
外
は
あ
る
も
の
の
、
自
社
の
得
票
率
を
奪
う
形
で
七
九
年
ま
で
伸
長
し
て
き
た
社
会
党
以
外
の
野

八
六
年
の
ダ
ブ
ル
選
挙
で
得
票
率
を
下
げ
る
一
方
、
社
会
党
の
得
票
率
は
停
滞
か
低
落
状
況
に
あ
り
、
自
民
党

、
、
、
、

が
上
昇
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
保
守
が
社
会
党
を
含
む
野
党
か
ら
票
を
奪
い
続
け
る
と
い
う
意
味
で
保
守
化
モ

デ
ル
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、

五
八
年
以
後
の
社
会
党
の
変
化
に
影
響
を
与
え
た
政
党
制
モ
デ
ル
は
、

デ
ル
か
ら
多
党
化
モ
デ
ル
に
移
行
す
る
時
期
、
六
九
年
を
決
定
的
選
挙
と
し
て
、

五
八
ー
六
七
年
選
挙
期
間
は
二
党
モ

七
九
年
ま
で
の
多
党
化
モ
デ
ル
期
、

八
O
I八
六
年
ダ

ブ
ル
選
挙
に
み
ら
れ
る
保
守
化
モ
デ
ル
期
の
三
期
に
特
徴
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
六
九
年
総
選
挙
を
決
定
的
選
挙
と
い
う
ゆ
え
ん
は
、

を
生
ん
だ
原
因
と
み
ら
れ
る
わ
け
だ
。

8
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第
一
に
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
値
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
の
如
何
に
か
か
わ
ら
ず
大
き
い
場
合
は
得
票
率
の
小
変
動
に
よ
り
議
席
の
得
失

こ
の
指
標
は
次
の
こ
と
を
意
味
す
る
。

式
は
、

値
の
性
格
上
、 ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
変
化

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
と
は
、
現
職
優
位
現
象
に
お
け
る
再
区
割
り
の
効
果
を
測
定
す
る
尺
度
の
一
っ
と
し
て
タ
フ
ト
が
使
っ
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
指
標
は
、
特
定
党
派
の
得
票
率
変
動
が
議
席
率
変
動
に
ど
の
程
度
結
び
付
く
か
と
い
う
こ
と
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

(

-

）

 

六
九
年
選
挙
を
境
と
し
て
、
政
党
制
の
変
化
の
影
響
に
よ
り
社
会
党
の
支
持
構
造
が
不
可
逆
的
に
別
の
も
の
に
変
化
し
た
と
い
う
意
味
に

と
こ
ろ
で
、
長
期
低
落
モ
デ
ル
は
、
社
会
党
の
支
持
の
低
下
と
い
う
長
期
的
要
因
に
対
す
る
社
会
党
の
戦
略
的
判
断
と
い
う
短
期
的
要

因
の
二
要
因
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
支
持
と
議
席
と
い
う
概
念
に
お
け
る
政
党
勢
力
は
実
は
両
者
の
複
合
さ
れ
た
も
の
で

こ
の
二
つ
の
指
標
を
各
個
独
立
さ
せ
て
観
察
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
両
者
を
同
時
に
表
現
す
る
よ
う
な
指
標
で
社
会
党
の

再
編
を
分
析
す
る
必
要
が
あ
る
。
次
節
で
は
、

タ
フ
ト
が
使
っ
た
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
と
い
う
指
標
に
よ
っ
て
こ
れ
を
分
析
す
る
。

弓
回
幽
恨
翠
蒜
悛
ー
今
回
厖
恨
翠
誦
悛

活
回
寧
痘
悛
ー
吟
回
寧
混
悛

メ
ミ

f
>
7琴
511

あ
る
か
ら
、

[II] 

お
い
て
で
あ
る
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
に
み
る
社
会
党
の
議
席
ー
得
票
率
連
動
状
況

八

8 -3-352 (香法'88)



1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

イ
プ
に
近
づ
く
も
の
も
あ
る
だ
ろ
う
。

九

に
お
い
て
発
生
す
る
だ
ろ
う
。

が
発
生
す
る
こ
と
を
示
す
。
こ
れ
は
不
安
定
タ
イ
プ
で
あ
る
。
特
に
、
少
数
の
定
数
の
選
挙
区
で
の
議
席
の
得
失
が
き
わ
め
て
小
さ
い
得

票
率
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
た
場
合
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
は
大
き
な
値
と
な
る
。
第
一
一
に
、

に
近
い
場
合
に
は
、
大
き
な
得
票
率
の
変
動
が
な
け
れ
ば
議
席
の
得
失
が
発
生
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。

も
議
席
率
の
変
動
が
殆
ど
発
生
し
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
極
端
に
安
定
し
た
選
挙
区
で
あ
る
か
、

な
い
選
挙
区
で
あ
る
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
。
前
者
は
超
安
定
タ
イ
プ
、
後
者
は
ゼ
ロ
タ
イ
プ
で
あ
る
。
第
四
に
、
値
の
マ
イ
ナ
ス
符
号

は
、
得
票
率
が
減
っ
て
議
席
率
が
増
え
た
場
合
こ
、

そ
の
党
派
に
と
っ
て
は
、
安

ま
っ
た
く
議
席
獲
得
能
力
の

そ
の
逆
の
場
合
が
あ
り
、
候
補
者
数
は
そ
の
ま
ま
で
当
選
率
が
下
が
る
、
候
補
者
数

を
絞
っ
て
当
選
効
率
を
高
め
る
、
得
票
率
が
減
少
す
る
一
方
で
乱
立
し
当
選
効
率
が
劣
化
す
る
、
新
党
が
登
場
し
新
党
が
当
選
で
き
な
い

ま
で
も
勝
利
政
党
の
得
票
率
を
押
し
下
げ
る
、
新
党
が
退
場
し
得
票
率
の
み
押
し
上
げ
る
場
合
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
候
補
者
の
立
て
方

の
失
敗
が
原
因
に
な
っ
て
出
て
く
る
マ
イ
ナ
ス
符
号
は
長
期
低
落
モ
デ
ル
、
新
党
が
原
因
と
な
る
と
き
は
多
党
化
モ
デ
ル
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

社
会
党
に
つ
い
て
は
、
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
史
的
変
動
に
つ
い
て
は
、
再
編
成
モ
デ
ル
と
の
関
係
で
は
、
次
の
よ
う
な
仮
説
が
成
り
立
つ
。

①
長
期
低
落
モ
デ
ル
。
如
何
な
る
原
因
に
よ
る
も
の
に
せ
よ
、
社
会
党
の
得
票
率
の
史
的
減
少
が
生
じ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
そ
れ
は

候
補
者
数
が
そ
れ
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
な
け
れ
ば
、
安
定
タ
イ
プ
を
減
少
さ
せ
不
安
定
タ
イ
プ
を
増
加
さ
せ
る
。
な
か
に
は
ゼ
ロ
・
タ

支
持
が
低
下
し
な
が
ら
も
社
会
党
の
候
補
者
が
乱
立
す
る
地
方
的
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
社
会
党
内
の
左
右
両
派
、
労
組
・
県
本
部
間
の
抗

争
等
か
ら
候
補
者
が
複
数
登
場
し
、
票
割
の
失
敗
な
ど
で
得
票
率
は
多
少
上
昇
し
な
が
ら
も
共
倒
れ
に
な
る
場
合
が
屡
々
あ
る
。
こ
の
場

合
ゼ
ロ
タ
イ
プ
。

定
タ
イ
プ
で
あ
る
。
第
一
一
ー
に
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
が
ゼ
ロ

（
安
定
タ
イ
プ
よ
り
も
っ
と
ゼ
ロ
に
近
い
）

の
場
合
、
得
票
率
の
変
動
が
あ
っ
て

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
値
が
プ
ラ
ス
・
マ
イ
ナ
ス
ゼ
ロ

8 -3-353 (香法'88)



II-1表 政党別スウィング率（該当選挙区の％）の経年変化 (29-38回まで各々の選

挙のペアで社会党が候補者を立てている選挙区）
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境
界
と
し
て
、
社
会
党
の
得
票
と
議
席
と
の
連
動
関
係
は
、

安
定
タ
イ
プ
か

六
年

（
七1
1
1
•六
％
）
と
の
差
は
．
ニ
・
八
％
で
あ
る
。
即
ち
、

七
0
年
を

続
い
て
き
た
。

ス
タ
ー
ト
時
点
の
六

0
年

（
八
六
・
四
％
）

と
到
達
点
の
八

て、

一
時
的
な
戻
し
が
あ
る
も
の
の
七

0
年
代
以
降
の
七

0
％
台
の
状
態
が

る
ペ
ア
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

六
九
ー
七
二
年
の
七

O・
九
％
を
最
低
と
し

党
の
変
動
の
特
徴
の
第

1

は、

六
九
年
ま
で
安
定
タ
イ
プ
が
八

0
％
を
超
え

の
で
、 分

析 ゜

）
ー
定
化
、

ゼ
ロ
化
）

で
生
じ
て
い
る
と
す
る
な
ら
、
保
守
化
モ
デ
ル
の
カ
テ
ゴ

社
会
党
の
得
票
率
を
下
げ
、

当
選
率
を
下
げ
る
形
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不
安
定
タ
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プ
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
安
定
タ
イ
プ
の
増
大
）

（
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
不
安

I
I
I
l
表
は
社
会
党
の
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
値
を
；
分
割
し
て
選
挙
区
の
分

布
を
調
べ
た
：
九
五
八
ー
八
六
年
の
総
選
挙
の
一

0
個
の
ペ
ア
を
示
し
た
も

比
較
の
た
め
自
民
党
の
変
化
も
示
し
て
あ
る
。
表
に
示
さ
れ
た
社
会

3

7

0

2

 

．
．
．
．
 

2

4

0

3

 

-0.0 

12.0 

l. 7 

7

5

8

 

••• ー

(2) 

そ
の
議
席
が
安
定

多
党
化
モ
デ
ル
。
社
会
党
以
外
の
野
党
の
登
場
・
党
勢
拡
大
は
社
会

党
の
得
票
率
を
引
き
下
げ
る
ば
か
り
で
な
く
、
議
席
率
も
引
き
下
げ
る
効
果

1
0
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

党
に
発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

が
一
方
的
に
議
席
率
の
マ
イ
ナ
ス
に
つ
な
が
っ
た
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
議
席
・
得
票
率
と
も
に
マ
イ
ナ
ス
を
示
し
た
一
九
選
挙

区
中
公
・
民
・
共
に
議
席
を
奪
わ
れ
た
選
挙
区
は
八
で
あ
っ
た
。
七
二
年
か
ら
マ
イ
ナ
ス
値
が
七
・
ニ
ー
一

O・
九
と
な
る
が
、
社
会
党

が
候
補
者
を
絞
る
こ
と
に
よ
る
得
票
率
減
と
議
席
回
復
が
現
れ
た
も
の
で
あ
る
。
七
九
年
か
ら
の
第
三
期
は
、
不
安
定
タ
イ
プ
の
一
時
的

減
少
に
よ
っ
て
始
ま
る
が
、
全
国
の
議
席
と
し
て
は
一
六
議
席
減
で
あ
る
。

上
の
選
挙
区
が
一
六
・
四
％
に
も
上
っ
て
お
り
、
小
さ
な
得
票
率
減
で
議
席
を
失
っ
た
選
挙
区
が
増
加
す
る
一
方
、
七
九
年
か
ら
超
安
定

ペ
ア
(
I
I
|
2
表）

選
挙
区
が
増
え
て
お
り
、
安
定
と
不
安
定
が
ゆ
っ
く
り
分
化
し
は
じ
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
両
者
が
分
極
化
す
る
の
が
次
の
二
組
の

(
4
)
 

で
、
八
六
年
に
、
最
終
的
に
超
安
定
選
挙
区
の
激
減
が
発
生
し
た
。
表
を
み
る
と
ち
ょ
う
ど
そ
の
逆
の
過
程
が
自
民

が
完
全
な
形
で
現
れ
て
く
る
。

ら
不
安
定
タ
イ
プ
ヘ
と
変
化
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
自
民
党
が
全
ペ
ア
を
通
し
て
八

0
％
以

t
の
安
定
選
挙
区
を
も

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
五
以
上
の
選
挙
区
％
の
変
化
で
あ
る
。
こ
れ
は
三
期
に
区
分
で
き
る
。
即
ち
、
第
一
期
は
六

0
年
か

ら
六
七
年
ま
で
の
三
組
で
、
こ
の
値
に
あ
る
選
挙
区
が
一

0
|
―
五
％
の
枠
内
に
あ
る
時
期
、
第
ご
期
は
六
九
年
か
ら
七
六
年
ま
で
の
一

七
ー
一
九
％
と
高
原
不
安
定
状
態
の
時
期
、
第
一
二
期
は
七
九
年
か
ら
八
六
年
ま
で
の
一
ニ
・
七
％
を
最
低
と
し
て
、
ニ
ニ
・
八
％
へ
と
急

上
昇
す
る
時
期
で
あ
る
。
第
一
期
は
、
社
会
党
の
全
国
的
得
票
率
が
二
八
ー
ニ
九
％
に
安
定
し
て
い
た
時
期
で
あ
り
、
選
挙
区
単
位
で
議

席
の
出
入
り
の
あ
る
と
こ
ろ
が
少
な
か
っ
た
。
民
社
党
の
登
場
に
よ
る
多
党
化
モ
デ
ル
の
影
響
は
、
次
第
に
民
社
党
が
議
席
を
増
や
し
て

第
二
期
初
頭
に
お
け
る
一
九
・
一
％
へ
の
急
増
に
お
い
て
、
公
明
党
の
議
席
倍
増
、
共
産
党
の
三
倍
増
と
い
う
多
党
化
モ
デ
ル
の
影
響

マ
イ
ナ
ス
値
が

O・
九
％
と
低
い
か
ら
、
こ
れ
ら
二

0
余
の
選
挙
区
は
、
社
会
党
の
得
票
率
の
マ
イ
ナ
ス

く
る
こ
と
に
よ
る
ゆ
っ
く
り
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

第
二
の
特
徴
は
、

っ
て
い
る
の
と
対
照
的
で
あ
る
。

1
1
|
2
表
に
み
る
よ
う
に
、

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
五
か
ら
一

0
以
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し
、
競
争
が
逓
減
し
て
い
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
わ
け
だ
。

え
て
い
る
。
即
ち
、

八
六
年
に
は
、
当
選
者
と
落
選
者
と
の
間
の
距
離
が
拡
大

ー
ジ
ン
選
挙
区
が
六
五
・
四
％
と
激
減
し
、

五
％
の
大
マ
ー
ジ
ン
選
挙
区
が
増

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、

八
六
年
に
な
る
と
、

み
る
と
、

五
八
年
か
ら
六
九
年
ま
で
は
、

マ
ー
ジ
ン

0
|
-
―
-
％
ま
で
の
間
の
選

六
九
、

八
六
年
の
変
化
を

が
こ
の
問
題
の
課
題
で

の
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
米
国
議
会
選
挙
で
は
、

社
会
党
の
八
六
年
に
向
け
て
の
不
安
定
化
現
象
は
、
当
選
圏
内
に
い
た
社
会

不
安
定
化
に
よ
り
次
点
圏
と
入
り
さ
ら
に
は
、
次
点
よ
り
下
の

ラ
ン
ク
ヘ
と
落
ち
て
行
く
状
況
を
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
、
虫
眼
鏡

を
持
ち
出
し
て
、
最
下
位
当
選
者
が
ど
の
政
党
か
に
は
か
か
わ
ら
ず
、
社
会
党

次
点
と
最
下
位
当
選
者
と
の
得
票
率
差
は
、
候
補
者
間
の
競
争
度
を
表
す
も

あ
る
。

現
職
優
位
に
よ
る
当
落
マ
ー

(
5
)
 

ジ
ン
の
差
が
拡
大
し
、
議
会
選
挙
の
非
競
争
化
が
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
日
本
で

(
6
)
 

は
ど
う
か
、
そ
の
な
か
で
社
会
党
の
位
置
は
ど
う
か
、

I
I
_
3
表
に
よ
り
候
補
者
全
体
で
の
五
八
、

挙
区
が
七
ニ
・
六
％
＼
八
ニ
・
六
％
へ
と
増
加
の
傾
向
を
み
せ
て
い
る
。
多
党

化
モ
デ
ル
に
よ
り
当
落
距
離
が
狭
ま
っ
て
競
争
の
激
し
い
選
挙
区
が
増
え
て
い

O
I
三
％
ま
で
の
マ

の
次
点
層
の
い
る
選
挙
区
の
み
を
取
り
出
し
て
観
察
し
て
み
よ
う
。

党
候
補
者
が
、

（二）

社
会
党
次
点
者

％）の経年変化の詳細

民党 社会党

0 : 5 : 10 : 10ヨリ ー 10: -5 : -0 : 0 : 5 : 10 : 10ヨリ
：以ド:以下：以上 以下：以下 j 以下 ：以下：以下 j以上

46 . 4 : 33. 6 : 6 . 4 : 2 . 7 3 . 6 : 0 2 . 7 : 66 . 4 : 4 . 5 7. 3 : 15 . 5 
''''  

50. 3 : 20. 9 : 8. 2 : 3. 6 3. 6 : 2 . 7 : 0. 9 : 72. 7 : 3. 6 8. 2 : 8. 2 
I I I I 

' '  
63. 6 : 17. 3 : 9. 1 : 6. 4 8. 2 : 0 , 0 : 73. 6 : l. 8 6. 4 : 10. 0 

70.9: 14.5: 4.5: 1.8 3.6: 3.6: 0 : 73.6: 6.4: 10.0: 2.7 
''''＇  ' 

57.3 j 25.5 j 2.7: 5.5 4.5: 2.7: 4.5 j 66.4 j 4.5: 8.2 j 9.1 

58. 2 i 21. 8 i 4. 5 : 7. 3 7. 3 : 3. 6 : 3. 6 i 60. 0 i 7. 3 i 10. 0 i 8. 2 
62.7: 15.5 i 8.2: 5.5 0.9: 0 , 1.8 i 51.8: 26.4: 12.7 i 6.4 

60. 9 : 25. 5 : 4. 5 : 2. 7 2. 7 : 0 , 6. 4 [ 58. 2 [ 18. 2 [ 7. 3 [ 7. 3 

65. 5 : 19. 1 : 6. 4 : 4. 5 4. 5 : 0. 9 : 2. 7~70. 0 : 8. 2 : 4. 5~9 .1 

63. 6 : 13. 6 i 8. 2 i 2. 71 l. 8 ; 0. 9 : 2. 7~65. 5 ¥ 18. 2 ¥ 4. 5 : 6. 4 
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

11-3表 最下位選者と社会党次点者とのマージン（該当選挙区の％）

1. 0マデ； 1 --2 2-3 ： 3-4 ： 4 --5 5 --

1986 
： 

全体 33.1 : 16. 9 : 15.4 : 9.2 : 6.2 : 19.2 

社会 43.6 i 18.0 i 20. 5 : 5 .1 i 7. 7 : 5.2 
1969 

： ： 

全体 38.2 ¥ 18. 7 : 20.3 : 9.8~ 1. 6 : 11. 3 

社会 37 .8 : 20. 7 : 22.6 : 11.3 : 1 . 9 : 5.7 

1958 ： 

全体 35.9 : 16. 2 : 20.5 : 5.2 : 7. 7 : 14.6 

社会 37.5 : 15. 6 : 12 .5 : 3. l : 9. 4 : 21.8 

社
会
党
の
得
票
率
の
絶
対
的
減
少
が
六
九
年
選
挙
で
発
生
し
て
お
り
、

そ
の
衝
撃
は
ス
ウ

要
約

眼
を
転
じ
る
と
、

応
し
て
社
会
党
と
最
下
位
当
選

-
％
の
多
く
の
社
会
党

で
そ
れ
が
発
生
し
て
い
る
か
は
、
前
記
ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
傾
向
か
ら
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
即
ち
、

ど
の
様
な
方
向

い
ず
れ
の
選
挙
に
お
い
て
も
、
社
会
党
の
当
選
者
が
激
減
し
た
年
で
あ
り
、

本
来
当
選
す
べ
き
社
会
党
の
候
補
者
が
僅
差
で
次
点
層
に
集
中
し
て
い
る
と
い
う
状
況
が

語
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
選
者
ラ
ン
ク
か
ら
次
点
者
ラ
ン
ク
そ
し
て
次
点
よ
り
以
下

の
ラ
ン
ク
ヘ
と
不
断
に
流
れ
行
く
姿
が
社
会
党
の
低
落
の
ス
タ
イ
ル
で
あ
る
と
い
え
る
。

ス
ウ
ィ
ン
グ
率
の
史
的
変
動
と
再
編
モ
デ
ル
と
の
関
係
に
た
ち
帰
っ
て
み
る
と
、
田

表
か
ら
は
、

の
次
点
者
が
い
る
の
で
あ
る
。

II-2表

＼
↓
-
．
 

J
i
-

も
止
ま
ら
ず
依
然

0
1
三
％
に

‘、、
＜
カ

こ
の
傾
向
は
八
六
年
に

者
と
の
間
の
幅
が
狭
ま
っ
て
行

年
の
間
は
、
全
体
の
傾
向
に
即

五
八
ー
六
九

と
こ
ろ
が
、
社
会
党
の
方
に

政党別スウィング率（該当選挙区の

自

'''  10:~5·.-o: 
以下：以 f:以下：

38 1983-1986 2. 7 : 0. 9 : 7 .3 : 

37 1980-1983 4.5 : 2. 7: 2. 7: 

36 1979-1980 1.8 : （） 1.8: 
： 

35 1976-1979 5.5 : 2. 7': 0 : 

34 1972-1976 3.6 : 1.8 : 3.6: 

33 1969-1972 2. 7 : 3.6: l. 8 : 

32 1967-1969 2. 7 : 1.8 : 3.6: 

31 1963-1967 0.9: 0.9: 4 .5: 

30 1960-1963 2. 7 : 

゜
： 1.8: 

29 1958-1960 Jr . ,r)' ， ' 2. 7: 3.6 : 
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ィ
ン
グ
率
の
変
化
を
二
期
に
分
け
た
。
六
九
年
を
境
界
点
と
し
て
、
安
定
タ
イ
プ
の
減
少
、
不
安
定
タ
イ
プ
の
増
加
と
し
て
現
れ
た
。
②

多
党
化
モ
デ
ル
の
効
果
は
、
こ
の
六
九
年
に
お
い
て
明
確
に
認
め
ら
れ
る
が
、
全
国
的
な
議
席
の
増
減
の
小
変
動
は
、
社
会
党
が
候
補
者

を
絞
る
こ
と
な
ど
に
よ
る
選
挙
戦
術
の
結
果
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
長
期
低
落
モ
デ
ル
の
効
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
③
八

六
年
に
は
新
し
い
変
化
の
到
来
を
示
す
。
不
安
定
タ
イ
プ
で
議
席
を
失
う
と
い
う
選
挙
区
が
極
端
に
多
く
、
逆
に
自
民
党
の
不
安
定
タ
イ

プ
の
減
少
と
安
定
タ
イ
プ
の
増
加
と
い
う
現
象
と
対
を
な
し
て
い
る
。
こ
れ
は
保
守
化
モ
デ
ル
で
あ
る
。

変
化
の
原
因
そ
の
一
ー
ー
候
補
者
属
性
に
よ
る
社
会
党
候
補
者
の
集
票
力
の
変
化

立
候
補
の
際
候
補
者
が
も
つ
様
々
な
属
性
が
選
挙
人
の
投
票
行
動
に
影
翡
1

す
る
こ
と
は
い
う
ま
て
も
な
い
。
米
国
の
議
会
選
挙
研
究
で

は
、
現
職
に
対
抗
す
る
新
人
の
力
を
表
す
も
の
と
し
て
、
候
補
者
の
豊
か
な
選
挙
資
金
、
公
職
歴
が
特
に
注
目
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
よ
う

な
属
性
を
も
つ
候
補
者
に
対
し
て
、
政
党
が
積
極
的
に
支
援
を
送
る
こ
と
が
、
現
職
優
位
の
議
会
選
挙
に
政
党
を
活
性
化
さ
せ
る
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
日
本
の
場
合
、
米
国
と
異
な
る
選
挙
制
度
、
政
治
文
化
の
た
め
、
同
様
の
要
因
に
よ
り
、
特
定
の
政

党
の
候
補
者
の
質
を
議
論
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
大
選
挙
区
制
は
、
選
挙
に
お
け
る
争
い
を
現
職
対
新
人
、

い
う
単
純
な
図
式
と
し
な
い
で
、
現
職
同
七
、
現
職
群
対
新
人
群
、

で
の
現
職
同
七
、
現
職
対
新
人
と
い
う
争
い
、

ま
た
は
、
新
人
同
士
と

と
い
う
雑
然
と
し
た
競
争
状
況
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
同
一
政
党
内

そ
れ
に
、
無
所
属
現
職
、
無
所
属
新
人
、
元
職
、
も
加
わ
る
と
い
う
複
雑
な
展
開
と
な
る
。

政
治
文
化
の
相
違
と
い
う
点
で
は
様
々
な
社
会
的
区
画
の
威
信
と
集
団
化
の
相
違
に
従
っ
て
、
官
僚
、
労
組
、
各
種
利
益
集
団
、
宗
数
団

体
、
地
域
集
団
、
面
接
集
団
と
い
っ
た
固
定
票
が
存
在
す
る
の
で
、
確
か
に
公
職
歴
も
重
要
だ
が
、

[III] 

そ
れ
に
も
ま
し
て
区
画
の
重
要
性
・

一
四
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／
九
五
八
、
六
九
、

¥^
q”

ヽ

！
 

一
五

米
国
と
の
異
質
性
も
依
然
存
在
す
る
。
同
時
に
、
現
職
侵
位
に
よ
る
政
党
ラ
ベ
ル
の
希
薄
化
を
引
き
起
こ
し
や
す
い
二
党
制
と
、
選
挙
の

状
況
に
よ
っ
て
は
特
定
政
党
の
有
利
・
不
利
が
転
移
し
や
す
い
多
党
制
と
の
相
違
も
米
国
的
図
式
て
説
明
し
き
れ
な
い
も
の
を
含
ん
で
い

社
会
党
の
候
補
者
の
質
の
貞
献
度
の
変
化
を
分
析
す
る
た
め
の
公
式
を
選
学
区
定
数
、
候
補
者
地
位
、
政
党
、
職
業
で
作
成
し
て
み
た
。

そ
し
て
八
六
年
の
候
補
者
別
得
想
数
そ
の
他
を
フ
ァ
イ
ル
し
た
も
の

字
砂
渓
｛
茫
呻
咄
辛
涯

Wt11a+Bl(~ 

涵
竺
区
紐
速
）
＋
B2'"'-'B4 
(
f

洒
幸
咄
注
1{C)
＋
B5'"'-B11 

(i&湧
）
＋
B12'"'-'B18 
(
癖
濠
~
）

選
挙
区
定
数
。
日
本
の
中
選
挙
区
制
の
場
合
、
有
力
な
候
補
者
数
と
定
数
に
よ
っ
て
候
補
者
の
得
票
率
が
影
饗
さ
れ
る
と
と
も
に
、
候

補
者
数
と
定
数
は
相
関
が
高
い
の
で
選
挙
区
定
数
の
方
を
取
り
上
げ
た
。

候
補
者
地
位
。
日
本
の
場
合
で
も
米
国
の
場
合
で
も
、
現
職
の
当
選
率
の
高
さ
は
常
に
指
摘
さ
れ
る
現
象
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
得
票
率

と
い
う
観
点
で
み
た
場
合
、
例
え
ば
与
党
ラ
ベ
ル
を
つ
け
た
自
民
党
新
人
の
場
合
、
野
党
ラ
ベ
ル
の
現
職
の
場
合
、
等
に
よ
っ
て
現
職
優

位
現
象
が
み
ら
れ
る
か
は
日
本
の
多
定
数
選
挙
区
制
か
ら
生
じ
て
く
る
問
題
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
候
補
者
地
位
を
前
・
元
・
新
と
三
分

政
党
。
自
民
党
、
社
会
党
、
公
明
党
、
民
社
党
、
そ
の
他
、
無
所
属
各
々
の
ダ
ミ
ー
変
数
。
職
業
。
官
僚
、
労
組
、
閣
僚
、
政
務
次
官
・

衆
院
委
員
会
委
員
長
、
党
中
央
役
員
、
議
員
（
参
院
）
・
知
事
経
験
者
、
地
方
議
員
経
験
者
に
分
け
た
ダ
ミ
ー
変
数
。

一
人
の
候
補
者
の
長

い
経
歴
中
何
が
重
要
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
経
験
則
に
も
と
づ
い
て
、
集
票
に
影
響
す
る
と
い
う
観
点
で
単
一
コ
ー
ド
を
採
用
し
た
。

即
ち
、
各
回
選
挙
（
八
―
―
―
年
以
後
）
朝
日
新
聞
の
候
補
者
経
歴
紹
介
に
も
と
づ
い
て
、
当
選
〇
＼
二
回
ま
で
の
候
補
者
に
つ
い
て
は
有
効

に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
経
歴
と
し
て
官
僚
、
労
組
、
議
員
・
知
事
、
地
方
議
員
を
コ
ー
ド
し
、
当
選
三
回
以
上
に
つ
い
て
は
閣
僚
、
政
務

割
し
た
ダ
ミ
ー
変
数
を
用
い
た
。

で
あ
る
。

分
析
に
利
用
す
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、

る。
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の回帰分析

定数

閣僚 政次 政党
知議 事員 地方

R2 

B 14 委員 f,又,し只C, 議 員
B15 B 16 B 17 B 18 

2.05 .63 1.67 2.76 l. 45 25.8 
(.08) (.01) (.08) (. 05) (.05) 64.7 

2 .14 ＊ l. 51 2.95 2.99 23.5 
(.11) ＊ (.1()) (. 10) (.12) 57.0 

3.09 1.64 2. 14 3.43 5.14 17.0 
(.12) (.03) (.10) (. 05) (.15) 67 4 

3.18 2.62 2 .19 3.98 2.17 15.7 
(.11) (.05) (.09) (.05) (4. 77) 68.2 

l. 90 .91 .73 -. 41 ~2.07 39.8 
(.14) (.03) (.04) ( . 001) （ .09) 51.6 

.37 -. 34 .92 --1.87 36.7 
(.03) (-.02) (.05) (~.09) 42.8 

2.95 1. 63 1 61 4.20 2.44 33.0 
(.22) (.06) (.09) (.08) (.09) 46.6 

3.55 2.90 2.45 ＊ -2. 28 29.6 
(.24) (.11) (.14) ＊ (-.06) 37.2 

36 -.92 -.32 28.2 
(.03) (―・.02) （ .02) 45.2 

1. 94 l. 29 l. 89 32.0 
(. 19) (.07) (.13) 49.0 

＊ 1.56 1.18 32.0 
＊ (~.05) (.04) 50.8 

--. 21 1. 95 ＊ 3.07 27.7 
(-.01) (.16) ＊ (.12) 34.8 

と
、
候
補
者
地
位
に
お
け
る
前
職
の
係
数
の

社
会
党
候
補
者
を
特
に
取
り
上
げ
て
み
る

こ
こ
で
は
言
及
を
略
す
。

僚
歴
、

労
組
歴
等
が
あ
る
も
の
が
い
る
の
で

は
自
社
以
外
の
政
党
に
お
い
て
も
例
え
ば
官

あ
る
（
他
の
野
党
は
省
略
）
。
職
業
に
つ
い
て

他
党
に
比
し
て
低
落
を
示
し
て
い
る
わ
け
で

れ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ
れ
以
降
は

補
者
と
同
じ
v
-
1
 

0
 ％
の
得
票
率
が
保
証
さ

会
党
公
認
候
補
者
と
い
う
だ
け
で
自
民
党
候

ト
下
げ
て
い
る
。
即
ち
、

五
八
年
に
は
、
社

げ
た
の
に
対
し
社
会
党
が
五
・
九
九
ポ
イ
ン

た
が
他
は
有
意
性
が
な
く
、

九
年
以
降
高
く
な
っ
て
お
り
、
多
定
数
区
で
の
多
党
化
状
況
を
示
す
。
候
補
者
地
位
は
、

新
人
の
係
数
は
年
々
低
下
中
で
あ
る
。
政
党
の
貢
献
度
は
、
自
民
党
が
五
八
I

八
六
年
に

B
で
ニ
・
六

0
下

一
時
六
九
、

八
三
年
に
前
職
の
係
数
が
上
が
っ

る
も
の
の
、

上
の
後
四
者
を
優
先
コ
ー
ド
と
し
た
。

以
上
の
分
析
結
果
に
つ
い
て
は

I
I
I
I
l
表
に
示
さ
れ
て
い
る
が
、

分
析

次
官
・
委
員
長
、
党
中
央
役
員
と
い
う
現
在
職
を
コ
ー
ド
し
た
。

候
補
者
全
体
に
つ
い
て
は
、

五
八
、

選
挙
区
定
数
の
係
数
の
マ
イ
ナ
ス
が
六

六
九
年
は
、
当
選
回
数
の
記
載
が
な
い
の
で
若
干
精
度
が
落
ち

一
六
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

III-1表 得票率（相対）に対する、制度（選挙区定数）、候補者地位、政党、職業

*; 有意性無し。一；式に投入せず

：候補者地位 ：政党 ：職 哭

定選数学B区1 ：， 前職 応職 新人； 自民 社会；官僚 労組
: B 2 B3 B 4 B 5 86 Bl2 B 13 

86 B -3.18 : ＊ .11 --6. 5 8 01 3.98 : 2.20 1. 31 
年 /3 (-.35) :, ＊ (.004) （ .39): (48) (. 18) : (.05) (. 03) 

83 B 3.17 : .98 ＊ 5.30 : 5.81 6.29 : 3.24 1.69 
年 fl (-. 34): (.06) ＊ （ <l4): (.38) (.31): (. 09) (. 05) 

69 B 3.07 : .45 ＊ ← 4.36 : 12.88 9.76 : 5. 77 .60 
年 /J （ .33): (.03) ＊ (-. 28) : (.80) (.50): (.09) (.03) 

58 B -2.48 : ＊ .15 2.99 : 10.61 9.97 : 1. 81 1. 46 
年 /3 (-.27): ＊ (. 01) (~ .19): (. 72) (.60): (. 02) (.04) 

自民党 ； ： 

86 B 4.70 : ＊ .42 2.03 : ＊ 
年 /J (--.67): ＊ (.02) (・-・-.12): ＊ 

83 B -4 .39 : ＊ .26 3.23 : .39 
年 /3 (― .60): ＊ (.008) (-.20): (.02) 

69 B -4.47 : 3.13 2.37 ＊ 
： 1.88 

年 f3 (-.62): (. 21) (.09) ＊ (.05) 

58 B 3.53 : .97 .39 ＊ .23 
年 fl (-. 53): (.08) (.03) ＊ 

： 
(.01) 

社会党
： 

86 B --3.18 : 1.88 ＊ -2.80 : ： .82 
年 f3 （ .56): (.17) ＊ （ .24): (. 06) 

83 B -3. 67 : .23 ＊ 3.39 : 1.14 
年 f] (-.60): (.02) ＊ (-.30): (. 09) 

69 B --4 .12 : . 14 ＊ --2. 30 : ~.43 
年 /3 (― .72): (.01) ＊ (--―. 21) : (-.05) 

58 B 2.95 : ＊ .63 -2 91: ： 1.15 
年 /3 (--― .50): ＊ (.03) (~.28): (.09) 

一
七

る
こ
と
の
貢
献
度
の
低
下
は
社
会
党
ラ
ベ
ル

を
見
せ
て
い
る
の
で
あ
る
。
政
党
役
員
で
あ

八
六
年
マ
イ
ナ
ス
0
•
三
―
一
と
係
数
の
低
下

い
だ
さ
れ
て
こ
ち
ら
は
五
八
年
三

・
O七、

様
の
プ
ロ
セ
ス
は
地
方
議
員
出
身
層
に
も
見

は
五
八
年
レ
ベ
ル
に
回
復
し
て
い
な
い
。
同

年
に
一
時
持
ち
直
し
た
も
の
の
、

八
六
年
に

た
の
が
、

六
九
年
に
マ
イ
ナ
ス
に
転
じ
八

が
ヽ

五
八
年
当
時

つ
い
て
は
、
社
会
党
候
補
者
の
労
組
依
存
体

質
に
起
因
す
る
労
組
出
身
候
補
者
の
強
さ

一
五
の
高
さ
で
あ
っ

と
逆
の
経
緯
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
職
業
に

が
前
職
の
貢
献
度
を
下
げ
て
行
く
プ
ロ
セ
ス

係
数
が
上
昇
し
て
行
く
の
で
あ
る
。
自
民
党

0
．
二
三
、

そ
し
て
八
六
年
の

・
八
八
と

が
六
九
年
の

O・

一
四
を
境
に
八
三
年
の

前
職
要
因
は
有
意
性
を
も
た
な
か
っ
た
の
だ

変
化
に
注
目
で
き
る
。
即
ち
、
五
八
年
に
は
、

8-3-361 (香法'88)



ん
す
る
仮
説
は
次
の
通
り
。

利
用
す
る
デ
ー
タ
セ
ッ
ト
は
、

[IV] 
変
化
の
原
因
そ
の
ニ
ー
都
市
化
、
定
数
、
他
党

が
あ
る
と
い
う
わ
け
だ
。

社
会
党
の
公
認
候
補
者
で
あ
る
こ
と
の
ウ
エ
イ
ト
は
八

0
年
代
の
全
候
補
者
中
で
急
速
な
低
下
を
示
し
て
い
る
。
社
会
党
の
候
補
者
の

中
で
み
る
と
、
前
職
者
の
優
位
性
が
、
新
人
の
あ
い
か
わ
ら
ず
の
不
利
に
か
か
わ
ら
ず
認
め
ら
れ
る
。
当
選
回
数
の
少
な
い
候
補
者
に
お

い
て
は
、
か
つ
て
社
会
党
候
補
者
と
し
て
の
良
質
性
を
誇
っ
て
い
た
労
組
出
身
、
地
方
議
員
出
身
候
補
者
の
ウ
エ
イ
ト
が
低
下
中
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
現
象
の
ほ
と
ん
ど
は
一
九
六
九
年
選
挙
を
境
に
発
生
し
て
い
る
。
即
ち
、
二
党
時
代
の
革
新
政
党
と
し
て
の
社
会
党
の
候
補
者

特
性
は
、
多
党
化
状
況
に
よ
り
次
第
に
そ
の
特
徴
を
失
っ
て
ゆ
き
、
保
守
化
状
況
の
八

0
年
代
に
は
い
る
と
、
現
職
性
の
み
が
社
会
党
の

候
補
者
の
強
さ
と
し
て
残
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
社
会
党
の
変
化
の
原
因
と
し
て
、
候
補
者
特
性
の
ウ
エ
イ
ト
の
変
化

選
挙
区
単
位
の
特
性
に
も
と
づ
い
て
、
社
会
党
の
政
党
と
し
て
の
得
票
構
造
の
変
化
を
生
む
原
因
は
何
か
と
い
う
分
析
を
行
っ
て
み
る
。

①
選
挙
区
類
刑

一
般
に
革
新
政
党
は
、
都
市
部
で
は
強
く
農
村
部
で
弱
い
と
い
う
傾
向
が
あ
る
が
、

要
約

一
九
五
八
ー
八
六
年
の
衆
院
選
の
選
学
区
単
位
の
政
党
得
票
率
等
で
あ
る
。
取
り
上
げ
た
独
立
変
数
に
か

の
低
下
と
同
様
の
原
因
に
も
と
づ
く
も
の
で
あ
ろ
う
。

五
五
年
体
制
直
後
の
社
会
党
も
革
新
政
党
と
し
て

一
八

8 -3 --362 (香法'88)



1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

I
V
|
l
表
に
よ
る
と
、
選
挙
区
類
型
の
社
会
党
票
へ
の
貢
献
度
は
ほ
と
ん
ど
の
選
挙
に
わ
た
っ
て
マ
イ
ナ
ス
値
で
あ
り
、
都
市
型
の
革

①
都
市
化
と
の
関
係

分
析

時
期
が
異
な
る
の
に
応
じ
て
、

そ
の
強
度
の
変
化
が
あ
る
だ
ろ
う
。

負
の
影
響
を
与
え
る
が
、
他
の
野
党
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
り
、

自
民
党
の
社
会
党
の
得
票
率
に
与
え
る
影
饗
は
、
二
党
期
間
中
は
も
っ
ぱ
ら
社
会
党
か
ら
票
を
奪
う
と
い
う
パ
タ
ー
ン
な
の
で
相
当
の

そ
の
影
響
は
後
退
し
て
行
く
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
社
会
党
外
野
党
の

影
響
は
、
社
会
党
と
同
じ
革
新
票
を
わ
け
合
う
の
で
社
会
党
票
に
マ
イ
ナ
ス
効
果
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
参
入
順
序
と
党
勢
拡
大
・
縮
小
の

③
 

こ
の
傾
向
を
も
っ
て
い
た
と
い
え
る
。

し
か
し
、
都
市
に
勢
力
を
も
つ
民
社
党
・
公
明
党
の
誕
生
、

拡
大
と
共
に
地
域
間
の
社
会
党
の
得
票
構
造
の
変
化
が
生
じ
た
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
こ
こ
で
類
型
と
は
、
「
朝
日
新
聞
」
に
よ
る
、
人
口

集
中
地
区
人
口
に
基
づ
い
た
都
市
化
の
四
類
型
の
値

(:11高
集
中
、
―

-11集
中
、
三

11平
準
、

定
数
は
、
政
党
の
戦
略
（
候
補
者
数
）

一
九

そ
し
て
共
産
党
の
都
市
部
で
の
勢
力

四
11低
集
中
）
を
使
用
し
た
。

と
政
党
制
に
関
係
す
る
。
定
数
が
多
い
場
合
は
、
野
党
は
候
補
者
を
当
選
可
能
な
範
囲
で
多
く

立
て
よ
う
と
す
る
た
め
得
票
率
を
高
め
る
。
逆
に
、
少
な
い
場
合
は
、
候
補
者
数
を
絞
る
と
い
う
こ
と
で
得
票
率
は
野
党
に
と
っ
て
低
く

な
る
傾
向
を
も
つ
。
自
社
二
党
制
の
場
合
定
数
が
多
い
こ
と
と
、
社
会
党
の
候
補
者
数
ー
得
票
率
と
の
関
係
は
か
な
り
直
線
的
関
係
に
あ

る
と
予
想
さ
れ
る
。
し
か
し
、
野
党
の
多
党
化
状
況
が
出
て
く
る
場
合
、
定
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
公
民
共
に
と
っ
て
「
参
人
障
壁
」

が
緩
い
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
社
会
党
外
野
党
が
候
補
者
を
立
て
る
一
方
、
社
会
党
も
候
補
者
を
絞
り
当
選
を
期
す
る
よ
う
に

な
る
た
め
、
定
数
が
多
い
ほ
ど
社
会
党
の
得
票
率
が
低
下
す
る
こ
と
に
な
る
。
値
は
ニ
ー
六
゜

自
民
党
・
（
社
会
党
外
）
野
党
の
得
票
率
の
影
稗

②
定
数

8 -3 -363 (香法'88)



IV-1表 全選挙区を分析単位とした社会党の得票率に対する回帰分析

l98b / 

（社会党立候補区のみ）

• 一'

； 

19~3 

1980 

1979 

1976 

1972 

1969 

1967 

1963 

1960 

1958 

粕 州J 選）作I;<, i"JIJ ・ [[1] r'! 民 公民共 定 数
出 敷 杜公党 初,fぷ,I_Ef文令 得票率

f 11 、f,,H,j: 索t・ R2 

.24 . :rn .78 ー-. 04 ~.03 3.8 

.(Ul (. 04) (.86) (.  08) (-.07) 75.6 

.22 .17 .70 .03 --.08 8.1 

. 03) . 02) (.68) (. 06) (--.09) 65.0 

.48 ---. 40 .91 -. 03 --.02 3.7 
(. 07) (-.0:1) (. 90) (-.06) (-. 04) 86.9 

.60 .34 .60 -.05 -.14 12.9 

.09) (. 04) (. 62) (~.12) (~.35) 57.4 

43 . 06 .86 ~.04 ~.10 4.7 
.06) (--. 01) (. 72) (--.08) (-. 21) 67.1 

.89 -.OS .58 -.12 -.19 22.3 
(---. 1,1) (―. () 1) (.63) (-. 29) (--.47) 59.3 

-.40 --― .23 .51 --. 20 --. 27 23.5 
(-.06) (-. 03) (. 60) （ . 45) (--.65) 66.4 

.57 1.15 .68 --.13 -.27 13.0 
(.07) (. 12) (.66) (-. 24) (-.48) 62.9 

.76 ＊ .67 ― .11 --.19 20.2 
(.  10) ＊ (. 71) (--. 16) (~. 24) 66.3 

.93 .05 . 4:) -.42 -.65 47.5 

. 12) . () 1) (. 50) (~.54) (-.60) 74.0 

1.98 . ti 1 .40 -. 31 -.09 37.9 
―.09) (. OS) (. 4 7) (--.36) (-. 02) 61.1 

部
を
中
心
に
立
て
た
こ
と
の
差
が
現
れ
た
も
の
で
あ

とヽ

六
七
年
の
公
明
党
が
一
三
一
名
の
候
補
者
を
都
市

五
名
の
候
補
者
を
多
く
の
選
挙
区
に
立
て
た
こ
と

的
に
促
し
た
が
、

こ
れ
は
六

0
年
の
民
社
党
が
一
〇

公
明
党
の
方
が
社
会
党
の
農
村
政
党
的
性
格
を
一
時

貢
献
度
を
弱
め
た
も
の
で
あ
る
。
特
に
民
社
党
よ
り

し
て
の
性
格
を
弱
め
た
こ
と
に
よ
る
影
饗
が
類
型
の

奪
う
こ
と
に
よ
っ
て
社
会
党
の
都
市
型
革
新
政
党
と

ら
の
新
党
が
特
に
都
市
部
を
中
心
に
社
会
党
の
票
を

.,. 
し一

れ

て
登
場
し
た
年
で
あ
り
、

名
の
候
補
者
を
立
て
て
登
場
し
た
年
で
あ
る
。

六
七
年
は
公
明
党
が

選
挙
で
は
、

民
社
党
が
一

0
五
名
の
候
補
者
を
立
て

値
が
出
た
と
い
う
二
点
に
つ
い
て
触
れ
る
。

六
0
年

九
三
へ
と
半
減
し
た
点
と
、

六
七
年
に
突
然
プ
ラ
ス

年
選
挙
で
は
マ
イ
ナ
ス

・
九
八
＼
マ
イ
ナ
ス

O・

年
ま
で
高
い
マ
イ
ナ
ス
値
が
続
い
て
い
る
が
、

六
〇

い
。
年
度
を
区
切
っ
て
み
る
と
、

一
九
五
八
ー
六

新
政
党
と
い
う
特
性
は
維
持
さ
れ
て
い
る
と
み
て
よ

二

0
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明
党
票
は
自
前
調
達
分
が
多
い
と
い
う
違
い
が
あ
る
）
。

数
ー
候
補
者
数
モ
デ
ル
と
呼
ぶ
は
五
八
年
選
挙
に
妥
当
す
る

度
の
低
下
の
時
期
の
幕
開
け
を
呼
ん
だ
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
と
し
て
、
新
党
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
べ
る
だ
ろ
う
。

一
九
五
八
I

六
七
年
の
期
間
を
ま
ず
区
切
る
こ

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
新
党
登
場
に
よ
り
社
会
党
の
本
来
の
姿
を
弱
め
た
も

マ
イ
ナ
ス

0
・
四
〇
＼
マ
イ
ナ
ス

O・
八
九
の
値
の
範
囲
内
に
収
ま
っ
て
お
り
、

ス
値
に
転
ず
る
ポ
イ
ン
ト
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の
基
本
的
特
徴
は
、

八
0
年
に
突
然
プ
ラ

五
0
年
代
か
ら
六

0
年
代
の
社
会
党
の
都
市
政
党
的
性
格
が
新
党
シ

ョ
ッ
ク
に
よ
り
弱
ま
っ
て
そ
の
ま
ま
回
復
に
全
ら
な
い
状
態
が
続
い
た
も
の
で
あ
る
。
転
換
点
は
八

0
年
の
ダ
ブ
ル
選
挙
に
お
い
て
発
生

し
、
八

0
年
代
の
幕
開
け
と
な
る
。
こ
れ
は
、
第
三
期
で
あ
る
八

0
年
代
の
選
挙
（
八
芝
、

②
定
数
と
の
関
係

七
、
七
九
年
も
み
ら
れ
る
が
、

八
六
年
）

に
お
け
る

1

層
の
都
市
化
の
貢
献

定
数
が
多
い
と
自
社
二
党
制
の
場
合
社
会
党
の
候
補
者
数
も
多
く
な
り
、
政
党
と
し
て
の
得
票
率
も
上
昇
す
る
と
い
う
モ
デ
ル
定

(
B
1
1
 O・ 
六
一
）
。
こ
の
よ
う
に
、
回
帰
係
数
が
プ
ラ
ス
の
状
態
が
六

七
二
年
以
降
マ
イ
ナ
ス
値
に
転
ず
る
方
向
に
あ
る
の
で
、

と
が
で
き
る
。
五
八
年
の
方
は
、
二
党
制
下
で
の
定
数
ー
候
補
者
数
モ
デ
ル
が
妥
当
し
、
六
七
年
の
方
は
多
党
化
状
況
下
で
の
定
数
ー
候

補
者
数
モ
デ
ル
で
あ
る
。
社
会
党
は
、
六
七
年
公
明
党
が
登
場
し
て
も
な
お
、
逆
に
候
補
者
数
を
一
―
名
増
や
す
な
ど
し
て
多
数
定
数
区

で
の
複
数
立
候
補
の
方
針
を
変
え
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
六

0
年
と
六
三
年
の
民
社
党
シ
ョ
ッ
ク
は
、
定
数
の
係
数
を
ほ
と
ん
ど
有
意
性

な
く
し
た
が
、
六
三
年
は
民
社
党
は
特
に
多
数
定
数
区
に
候
補
者
を
集
中
し
そ
の
社
会
党
票
を
奪
っ
た
の
で
あ
る

一
九
六
九
I

七
九
年
期
間
中
、

ろ
う
。
新
党
の
選
挙
戦
略
に
よ
る
若
干
の
差
が
あ
る
も
の
の
、

（
民
社
党
票
の
社
会
党

票
の
奪
い
方
は
、
公
明
党
票
の
社
会
党
票
の
取
り
方
と
異
な
っ
て
い
て
、
民
社
党
票
は
よ
り
直
榜
的
に
社
会
党
票
と
関
係
し
て
お
り
、
公

六
九
年
か
ら
八
六
年
ま
で
、
二
回
の
小
さ
な
プ
ラ
ス
の
値
を
示
し
た
他
は
、
社
会
党
票
に
対
す
る
定
数
の
貢
献
度
は
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
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五
八
年
か
ら
六
九
年
（
共
産
党
シ
ョ
ッ
ク
も
あ
る
）

ま
で
、

二
つ
の
新
党
シ
ョ
ッ
ク
と
共
産
党
の
党
勢
拡
大
シ
ョ
ッ
ク
、

二
党
制
モ
デ
ル

争
的
分
立
と
い
う
状
況
に
変
わ
っ
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。

六
七
年
公
明
党
登
場
時
に
も
生
じ
て
お
り
、

（
民
社
党
よ
り
も
そ
れ
が
低
い
の
は
、
公
明
党
の
社
会
党
栗

六
五
と
社
会
党
に
と
っ
て
強
く
衝
撃
的
で
あ
り
、

IV-2表 候補者数平均値

3人区 4人区 5人区

1986 .93 1.13 l. 21 

1983 .93 1.17 1. 24 

1980 1.00 l. 20 1. 24 

1979 1.02 l. 27 1. 37 

1976 1.04 1.29 1. 46 

1972 1.05 1.36 1.51 

1969 1.07 1.59 1.88 

1967 l. 21 l. 79 2.08 

1119996653 0 8 J 
1. 30 l. 69 2.03 

1. 28 1. 54 1.89 

1.63 2.15 2.53 

て
い
る
。
社
会
党
は
、

補
者
数
を
減
少
さ
せ
て
き
て
お
り
、
特
に
定
数
の
多
い
選
挙
区
で
の
他
の
野
党
の
参

入
の
た
め
、
候
補
者
数
を
減
ら
す
と
い
う
傾
向
に
あ
り

(
I
V
|
2
表
参
照
）
、

と
に
よ
る
多
定
数
区
で
の
得
票
率
の
減
少
が
も
た
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

③
他
党
得
票
率
と
の
関
係

自
民
党
が
社
会
党
票
に
対
し
て
、

五
八
年
と
六

0
年
ま
で
で
そ
の
後
は
社
会
党
に
対
す
る
自
民
党
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影

響
は
低
下
を
続
け
て
い
く
。
六

0
年
に
民
社
党
が
登
場
す
る
こ
と
に
よ
る
一
一
党
モ
デ

ル
の
崩
れ
は
な
い
。

六
九
年
に
二
六
名
減
ら
し
て
以
来
、
当
選
第
一
を
期
し
て
候

票
を
奪
う
と
い
う
二
党
モ
デ
ル
下
の
状
況
は
、

と
い
う
の
は
、
民
社
党
は
、

を
立
て
、
社
会
党
か
ら
ほ
ぼ
均
等
に
票
を
取
る
と
と
も
に
、
自
民
党
が
社
会
党
か
ら

の
票
を
取
る
取
り
方
は
五
八
年
と
同
じ
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
他
方
、
六

0
年
の
民
社
党
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
は
マ
イ
ナ
ス

O・

こ
れ
を
民
社
党
の
参
入
シ
ョ
ッ
ク
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
同
様
な
現
象
は
、

こ
れ
も
参
入
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
る

六

0
年
に
ほ
ぽ
全
国
的
に
候
補
者

の
取
り
分
を
新
投
票
者
動
員
効
果
に
よ
っ
て
相
殺
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
）
。
他
の
野
党
の
影
葬
も
、
自
民
党
の
影
牌
と
同
じ
よ
う
に
、

時
間
の
経
過
と
共
に
そ
の
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
影
響
力
を
低
下
さ
せ
て
行
く
と
い
う
傾
向
を
み
せ
る
。
こ
の
現
象
は
、
社
会
党
が
新
党
登
場
時

に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
る
も
の
の
、
自
民
党
を
含
め
た
他
党
と
の
力
関
係
の
評
価
に
よ
り
勝
つ
た
め
の
戦
略
を
追
及
し
始
め
た
結
果
、
非
競

こ
れ
は
多
党
化
モ
デ
ル
の
ひ
と
つ
の
系
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
従
っ
て
、

そ
の
こ
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を
繰
り
返
す
不
安
定
な
期
間
が
あ
る
一
方
、

い
く
期
間
が
あ
る
わ
け
だ
。
こ
の
二
期
間
を
分
け
る
選
挙
が
一
九
六
九
年
の
総
選
挙
で
あ
り
、

る
も
の
で
あ
る
。

社
会
党
の
変
化
に
対
す
る
都
市
化
の
影
饗
は
、
分
析
期
間
中
低
ド
を
続
け
地
域
特
性
を
失
っ
て
い
く
と
い
う
基
本
的
特
徴
が
あ
る
が
、

そ
れ
は
五
八
ー
六
三
年
の
二
＼
三
党
期
、
六
七
ー
七
九
年
の
多
党
化
期
、
八

0
年
代
の
保
守
化
期
に
お
い
て
階
段
状
に
低

F
し
て
い
っ
た
。

定
数
の
影
響
は
、

に
あ
り
、

五
八
ー
六
七
年
ま
で
は
社
会
党
に
有
利
に
働
い
た
が
、
そ
の
後
六
九
ー
八
六
年
ま
で
は
む
し
ろ
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
傾
向

そ
の
原
因
と
し
て
、
多
定
数
区
の
他
の
野
党
の
影
響
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
自
民
党
得
票
率
が
社
会
党
に
直
接
影
榔
を
与
え
て

い
た
の
は
実
質
的
二
党
制
期
の
五
八
、
六

0
年
の
み
で
、

の
マ
イ
ナ
ス
効
果
は
六
九
年
ま
で
で
、

一
九
六
九
年
選
挙
は
、

[
V
]
 

一
九
六
0
年
代
末
と
七

0
年
代
以
降
の
変
化
ー
ー
世
論
デ
ー
タ
か
ら

立
状
況
に
も
っ
て
ゆ
く
と
い
う
傾
向
を
示
す
。

要
約

七
二
年
以
降
八
六
年
ま
で
継
続
す
る
非
競
争
的
多
党
分
立
モ
デ
ル
ヘ
と
社
会
党
が
適
応
し
て

ま
さ
に
こ
の
選
挙
は
決
定
的
選
挙
と
い
え

そ
の
後
の
影
饗
は
弱
く
な
る
。
他
方
、
他
の
野
党
の
登
場
に
よ
る
社
会
党
票
へ

七
二
年
以
降
は
マ
イ
ナ
ス
効
果
を
弱
め
る
形
で
ー
ー
ー
候
補
者
を
絞
り
、
他
の
野
党
と
非
競
争
的
分

五
五
年
の
社
会
党
統
一
以
来
の
大
敗
北
で
あ
っ
た
。
当
選
議
席
の
み
の
差
で
い
っ
て
、

は
、
八
六
年
敗
北
で
も
二
七
議
席
減
で
あ
る
か
ら
、

五

0
議
席
減
と
い
う
の

五
五
年
体
制
下
で
歴
史
的
に
比
較
で
き
な
い
敗
北
を
喫
し
た
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
以
上
の
分
析
は
、
政
党
選
挙
区
得
票
率
、
候
補
者
個
人
得
票
率
に
も
と
づ
い
た
社
会
党
の
再
編
分
析
で
あ
っ
た
。

三

し)

か
に
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（一）

六
0
年
代
末
の
転
換
。

は
多
く
の
限
界
を
含
ん
で
い
る
。

選
挙
推
進
協
会
（
以
下
明
推
協
と
略
称
）

と
す
る
。

は
続
く
。

と
こ
ろ
が
七

0
年
代
に
な
る
と
、

―
1
0代
層
の
支
持
率
が
下
が
り
、

二
二
、

三
0
代
の
下
が
り
方
が
低
い
た
め
、
相
対
的
に
中
年
層
に
支
持
率
が
高
い
形
へ

一
三
と
若
干
若
年
層
で
支
持
率
を
下
げ
な
が
ら
も
若
高
ー
老
低
の
状
況

老
低
で
あ
る
。
六

O
I
六
九
年
の
平
均
値
は
、
各
々
、
三
七
、
三
五
、

二
九
、

0

、
り

四
0
代
—
三
0
%

、

五
0
代
ー
ニ
ニ
％
、
六

0
以
上
1

細
分
化
し
た
と
し
て
も
、
集
合
デ
ー
タ
は
結
局
は
支
持
の
垂
直
的
側
面
か
ら
の
分
析
で
あ
っ
て
社
会
党
の
再
編
を
立
体
的
に
と
ら
え
る
に

そ
こ
で
、
最
後
に
、
世
論
デ
ー
タ
を
素
材
と
し
て
、
社
会
党
支
持
層
の
内
部
的
変
化
を
検
討
す
る
こ
と

に
す
る
。
依
拠
す
る
デ
ー
タ
は
、
六

0
年
代
＼
七

0
年
代
の
変
化
に
つ
い
て
は
、
朝
日
新
聞
の
調
査
、
七

0
年
代
以
後
の
変
化
は
明
る
い

第
一
に
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
年
齢
と
職
業
で
あ
る
。
石
川
真
澄
氏
は
、
朝
日
新
聞
の
世
論
調

査
の
政
党
支
持
率
を
年
齢
別
時
系
列
変
化
で
分
析
し
な
が
ら
、
五

0
年
代
は
「
ニ

0
代
で
は
「
二
大
政
党
」
に
漕
ぎ
つ
け
」
、
六

0
年
代
に
は
「
自
民
党
は
若
低
1

老
高
の
階
段
、
社
会
党
は
老
低
ー
若
高
の
階
段
」

な
っ
た
が
、

る
と
、

と
対
照
的
姿
を
と
る
よ
う
に

の
そ
れ
よ
り
低
く
な
っ
て
」
「
中
年
型
」
に
変
化
し
た
、

七

0
年
代
に
な
る
と
「
―

'10代
で
の
社
会
党
支
持
率
が
、
三

0
代

(
9
)
 

と
指
摘
し
た
。
も
う
少

し
詳
し
く
経
年
変
化
を
示
し
た
も
の
を
V
I
1
表
に
掲
げ
て
お
い
た
。
表
に
よ

五
五
ー
五
九
年
間
の
二

0
代
層
の
平
均
値
が
四
七
％
、

三
0
代
1

四
二

-
％
と
若
高
—

ニ
四
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V-1表 年齢別政党支持率の動き％（朝日調査）「日本人の政治意識」より

調 杏 年
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齢
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な
ぜ
六

0
年
代
末
に
社
会
党
か
ら
若
年
層
が
離
れ
た
か
、

集
合
デ
ー
タ
の
分
析
で
は
、

続
し
た
。

二
五 と

い
う
問
題
は
少

一
九
六
九
年
の
総
選
挙
の
時
点
の
み
に
注
目
し

六
0
年
代
か
ら
七

0
年
代
の
転
換
期
に
焦
点
を
当
て
て
み
る
と
、

二

0
代
の

若
年
層
は
、
六
八
年
に
前
年
か
ら
八
％
下
げ
六
九
年
一

110%
、
七

0
年
二
四
ー

二
六
％
と
七
一
年
に
一
時
上
昇
し
た
時
点
を
除
い
て
き
わ
め
て
低
い
状
態
が
継

て
き
て
前
後
の
微
細
な
変
化
が
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、
世
論
デ
ー
タ
に
み
る
と
、

実
は
変
化
は
六
八
年
即
ち
、
「
六

0
年
代
の
後
半
」
か
ら
現
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

三
宅
一
郎
氏
も
言
う
よ
う
に
こ
の
時
期
は
、
「
共
産
党
と
公
明
党
が
、
社
会
党
と

(10) 

支
持
無
し
を
食
っ
て
シ
ェ
ア
を
広
げ
た
」
多
党
化
時
代
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が

社
会
党
の
若
年
層
に
影
響
を
与
え
る
形
で
現
れ
た
結
果
、
社
会
党
の
新
支
持
層

(11) 

の
供
給
が
底
を
つ
き
社
会
党
の
変
質
が
発
生
し
た
わ
け
で
あ
る
。

し
く
文
脈
的
考
察
を
必
要
と
す
る
。

六

0
年
代
末
は
、
ヴ
ェ
ト
ナ
ム
反
戦
闘
争
の
高
揚
と
大
学
紛
争
を
契
機
と
し

て
学
生
運
動
が
激
化
し
た
時
期
で
あ
る
。
社
会
党
と
総
評
は
、
反
戦
青
年
委
員

会
を
組
織
し
六
九
年
初
め
に
は
総
評
青
年
部
約
五

0
万
人
が
こ
れ
に
加
わ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
社
会
党
の
選
挙
運
動
の
中
核
は
総
評
系
労
組
で
あ
る
わ
け
だ
が
、

と
変
化
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
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33 

36 

道
へ
移
動
を
は
じ
め
、

プ
の
段
階
か
ら
失
う
も
の
を
補
充
で
き
な
い
失
調
状
態
に
お
ち
い
っ
た
。
二

0
オ
代
有
権
者
層
に
は

公
明
党
と
共
産
党
が
そ
の
シ
ェ
ア
を
広
げ
た
。
社
会
党
が
若
年
層
に
対
す
る
シ
ェ
ア
を
維
持
す
る
こ

と
が
出
来
な
か
っ
た
の
に
は
、

た
の
で
あ
っ
(
〗
。
」

社
会
党
の
支
持
層
中
若
年
層
の
喪
失
が
六

0
年
代
末
の
社
会
党
変
質
の
一
方
の
局
面
で
あ
っ
た
と

(13) 

す
る
な
ら
、
産
業
労
働
者
の
支
持
の
喪
失
も
六

0
年
代
末
に
急
に
顕
著
と
な
っ
た
。

V
1
2
表
に
給

料
生
活
者
（
事
務
、
管
理
、
六
一
二
年
以
降
事
務
の
み
）

六
三
年
以
降
労
働
者
の
み
）
の
一
九
五
五
I

七
五
年
の
経
年
変
化
を
示
し
て
お
い
た
（
「
朝
日
」
調
査
）
。

五
0
年
代
平
均
が
給
料
生
活
者
、
産
業
労
働
者
各
々
五

0
%、
四
九
％
で
、
六

0
年
代
四

0
%、
四

特
に
、
六

0
年
代
末
に
は
、
六
八
年
に
い
ず
れ
の
階
層
も
前
年
調
査
と
比
べ
て
二

0
％
下
落
し
た
後
、

五
％
、

七

0
年
代
．
二
三
％
、
三
六
％
と
、

こ
れ
も
年
齢
と
同
じ
く
階
段
状
の
降
下
を
示
し
て
い
る
。

き
た
。
こ
の
代
謝
機
能
が
、

そ
の
中
に
反
戦
青
年
委
が
誕
生
し
、
既
成
左
翼
へ
の
反
対
を
叫
ぶ
学
生
集
団
と
結
合
し
た
こ
と
は
、
若
年
層
へ
の
社
会
党
と
総
評
の
影
糊

を
大
き
く
後
退
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
柚
正
夫
氏
は
、
六
九
年
の
社
会
党
の
敗
北
を
総
括
し
て
次
の
よ
う
に
言
う
。

「
（
社
会
党
敗
北
の
筆
者
）
理
由
は
、
社
会
党
は
、
支
持
層
の
新
陳
代
謝
機
能
の
失
調
に
陥
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
政
党
の
支
持
層
に

は
新
陳
代
謝
が
あ
る
。
社
会
党
の
支
持
層
は
、
年
齢
で
い
え
ば
二

0
オ
代
か
ら
四

0
オ
代
に
か
け
て
が
主
力
で
、

五
0
オ
代
で
は
少
数
派
に
な
っ
て
し
ま
う
。
社
会
党
は
党
勢
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

込
み
を
二

0
オ
代
の
新
有
権
者
層
に
支
持
を
及
ぽ
し
て
、
補
充
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
は
、

や
は
り
「
新
左
翼
」

四
0
オ
代
で
保
守
か
中

ま
が
り
な
り
に
も
そ
う
な
っ
て

一
九
六
七
年
の
第
一
1

―
一
回
の
あ
と
か
ら
突
然
ス
ト
ッ
プ
し
た
。

ス
ト
ッ

の
若
者
た
ち
の
暴
走
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し

と
産
業
労
働
者
（
商
店
員
な
ど
、
労
働
者
、

こ
の
五

0
オ
代
か
ら
の
落

二
六

8
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V-2表 職業別社会党支持率の動き (1955-75)% (同）

調 有 年

月

給料生活者
（事務系）
産業労働者
（労働者）

: : : : : : 55 : : : : 
: : : : : : ,..___, : ''':  : : : j 

j 55 j 56 j 57 j 58 j 59 j 59 j 60 : 61 : 62 ¥ 63 : 64 j 65 j 66 j 67 j 

juj 6j 7: 9: 2: 平均: 8; 8: 8: 6; 6; 8: 4j 9j 

: : • :: I :: • :: • :: I:: I :: • :: • :: I :: • :: • :: • :~I :: 
①
六

0
年
代
末
か
ら
継
続
し
て
き
た
革
新
政
党
と
し
て
の
社
会
党
の
基
本
的
支
持
層
の
更
な
る
喪

と
っ
て
は
次
の
よ
う
な
仮
説
に
ま
と
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

二
七

的
に
支
持
を
奪
わ
れ
る
か
、
現
状
維
持
の
立
場
に
あ
る
わ
け
だ
か
ら
、
七

0
年
代
以
降
は
社
会
党
に

験
す
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
党
は
、

い
ず
れ
の
時
期
に
あ
ろ
う
と
も
、
増
加
し
よ
う
も
な
く
、

一
方

こ
の
構
造
は
「
支
持
無
し
」
層
の
登
場
に
よ
っ
て
修
正
さ
れ
る
」
、
と
い
う
。
し
か
し
、

(14) 

「
（
一
九
七
七
年
の
）
調
査
に
よ
る
と
「
支
持
無
し
」
の
伸
び
率
は
急
速
に
縮
小
し
」
、
七

0
年
代
末
か

七

0
年
代
以
後
の
社
会
党
は
、
短
い
多
党
化
モ
デ
ル
の
政
党
制
に
影
響
さ
れ
る
期
間
か
ら
中
間
に

無
党
派
増
大
の
時
期
、

そ
し
て
保
守
化
モ
デ
ル
の
政
党
制
に
影
響
さ
れ
る
八

0
年
以
後
の
時
代
を
経

ら
の
自
民
党
の
復
調
に
と
っ
て
か
わ
ら
れ
る
。
保
守
化
モ
デ
ル
。

五
年
頃
か
ら
、

七

0
年
代
以
後
は
ど
う
な
っ
た
の
か
？

ル
の
時
期
で
あ
る
。

（二）

そ
の
後
ほ
と
ん
ど
の
七

0
年
代
の
調
査
年
に
お
い
て
六

0
年
代
以
前
の
水
準
に
達
す
る
支
持
率
を
示

七

0
年
代
以
後
。

党
、
民
社
、
支
持
無
し
の
犠
牲
に
お
い
て
票
を
伸
ば
す
と
い
う
構
造
が
七

0
年
代
初
期
に
あ
り
、
「
七

さ
な
か
っ
た
。

三
宅
一
郎
氏
は
、
革
新
諸
党
特
に
公
明
・
共
産
が
社
会

五

0
年
代
か
ら
七

0
年
代
初
頭
に
か
け
て
、
社
会
党
の
変
化
の
転
回
点
は
六

0
年
代
末
に
お
か
れ
、

そ
こ
で
は
公
明
党
・
共
産
党
の
影
繹
の
も
と
で
革
新
政
党
と
し
て
の
社
会
党
の
虎
の
子
支
持
層

若
年
層
と
産
業
労
働
者
層
の
喪
失
現
象
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
二
党
モ
デ
ル
か
ら
多
党
化
モ
デ
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V-3表 社会党の属性別支持層の70年代の変化（推協）

調ft年数 1972 1976 1979 1980 1983 1986 

)j 女特千 Dec. 19 5 Dec 16 8 Oct. 12.6 Jun. 12.3 Dec. 11.4 Jul. 10.5 

支持伍数 支持依 支持依数 ％ 存支持指依数 ％ 存支持指依数 ％ 存支持指依数％行指 ％仔指数 ％存指

: 20 --一 22 2 : l l lS 6 : 0 9 15. 4 : l 2 12.8: 1.0 11.0; 1 0 9.1 : 0. 9 

: 30 23.6: l 2 22 0 : I. 3 15 5 : l 2 122: 1.0 13.1: 1.1 11.7; 1.1 

什齢 : 40- 19.6: 1.0 18. 6 : I. I JJ.5: 0.9 15.2: 1.2 13. 2 : 1 2 12.7: 1.2 

: 50 - 1,.0: 09 12 8: 0.8 12.2: 1.0 12.9: 10 12s: 1.1 11.2: 1.1 

: 60 11 S : o. (i 12 0 : O 7 8. 4 : 0. 7 7. 9 : 0.6 7. l : 0 .6 6.6: 0.6 
： 

：隈梵 1'1営 7 1 : 0 4 9 4 : 0 6 6. 1 : 0. 5 4. 2 : 0 3 7 5 : 0. 7 4. 7 : 0 .4 

：商 L l'l'f.'¥ 10 () : () J 7 6 : 0 5 7 .0 : 0 6 8. 9: 0 7 5 0: 0.4 3. 7 : 0 .4 

：管弗 18.5: 0.9 19.6: 1.2 13.5: 1.1 14.0; 1.1 11.l: 1.0 12. 0 : 1.1 

:'H 務 29 2 : 1 5 27. 9 : 1. 7 19.6: 1.6 21.5: 1.7 20. 5 : 1. 8 14.l: 1.3 

i 販とサ— '/j 29. 4 : I. 5 19 .6 : I 2 16 9 : l 3 16.2: 1.3 11.2: 1.0 13.8: 1.3 

職業 i牛産方務 :rn. 9 : 1 6 2L'l: 1.4 19.4 : 1.5 20. 4 : 1. 7 20. 9 : l. 8 15. 3 : 1. 5 
；農林漁家 9 6 : 0.5 12 1 : 0 7 4 4 : 0. 3 6,3 : 0,5 2.5 : 0.2 5 .4 : 0 5 

！商 l 家 12.4: 0.6 8 4 : 0. 5 4 .0 : 0.3 3.0 : 0.2 5.9: 0 5 3.5: 0.3 

:?'I 9 l : 0 5 17 9 : 1 1 1 () : () :3 6.3: 0.5 12. 5 : 1.1 - : 0.0 

: j―婦 20 6 : I I 17 3: 1.0 12.7: 1.0 10.6: 0.9 10.7: 0.9 11.l: 1.1 

：無職 13 4 ; 0 7 10 0 : 0 6 11 7: 0.9 8 .1 : 0. 7 6.9: 0.6 9.8: 0.9 

＇ 
: /Ji! 人 37 2 : 1 . 9 35. 6 : 2 .1 29 1 : 2. 3 33. 3 : 2. 7 30.6; 2.7 26 .1 : 2. 5 

，｝］組））人，: JIJJII人 2:l 9 : 1 2 188: 1.1 15.3: 1.2 9. 6: 0.8 12. 7 : 1. 1 11.2: 1.1 

[I .， '};'組無 （）．（） 17 8 : I 1 12 8 : 1 0 11.6: 0.9 10.6: 0.9 8. 9: 0.8 

: f ll)j 21 2 : 1 l 19 l ; l. 1 3 .1 : 0. 2 : 0.0 10.3: 0 9 6. 9: 0. 7 
: - ： ： 
: :i什木満 26 5 : 1 ,j 17 6 : l 0 19 5: 1.5 14.1: 1 1 8.8: 0.8 

I'(i lj : , ] ,11丈l 24. ll : l :i 22 :i : l 3 16.9: 1.3 11.2: 0.9 117: 1.1 

.',  . : ＇ 10q以 I 19 4 : l 0 17 9: l 1 10. 8 ; 0 9 14 7 : 1 2 10.0: 1.0 

L :＇ 20什以!. 16 4 : 0 8 11. 4 : 0 9 25. 0 : 2. 0 11.5: 0.9 ： 10.5: 1.0 

よ
る
と
、

七
二
年
と
八
六
年
の
差
は
二

0
代

指
数
に

石
川
氏
に
倣
っ
て
支
持

(15) 

依
存
指
数
を
表
に
付
加
し
て
あ
る
。

比
を
知
る
た
め
に
、

年
齢
層
の
社
会
党
全
支
持
層
に
お
け
る
構
成

齢
層
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
。

そ
こ
で
、

各

方
は
六

0
代
の
老
年
層
を
除
い
て
全
て
の
年

持
率
が
九
％
も
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
減
り

-
％
の
激
減
で
あ
る
。

し
か
し
、

全
体
の
支

一
1
%、
八
六
年
が
九
・
一
％
で
そ
の
差
ニ
ニ
・

年
層
の
社
会
党
支
持
率
は
七
二
年
が
ニ
―
-
•

①
社
会
党
の
基
本
的
支
持
層
の
動
向
。

若

タ
に
よ
っ
て
観
察
し
て
み
よ
う
。

>
1
3
表
に
示
し
て
あ
る
の
で
明
推
協
デ
ー

と
を
、

衆
院
選
挙
直
後
の
調
査
に
限
っ
て
第

の
増
加
、

の
二
点
が
想
定
さ
れ
る
。

て、

社
会
党
支
持
層
の
保
守
的
態
度
と
行
動

こ
の
こ

受
け
や
す
く
な
る
体
質
を
も
つ
政
党
と
し

失
も
し
く
は
非
増
加
、

②
保
守
化
の
影
響
を

ニ
八
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

が
マ
イ
ナ
ス

O・
二
、
三

0
代
が
マ
イ
ナ
ス

0
.
-
、

成
比
は
減
少
を
続
け
、
三

0
代
に
依
存
し
て
い
た
構
造
が
四

0
代
に
移
動
す
る
と
い
う
変
化
が
み
ら
れ
る
。

職
業
別
で
は
、
社
会
党
の
基
本
支
持
層
と
み
ら
れ
る
事
務
系
•
生
産
労
務
職
で
は
、
支
持
率
自
体
も
半
減
し
て
い
る
わ
け
だ
が
、
七
ニ

都
市
型
革
新
層
の
ひ
と
つ
の
特
色
で
あ
る
人
口
移
動
は
居
住
年
数
の
短
い
層
に
み
ら
れ
る
が
、
三
年
未
満
が
マ
イ
ナ
ス

O・
六
、
三
年

以
上
―

0
年
未
満
が
マ
イ
ナ
ス

O
・
:
―
と
大
き
く
依
存
率
を
下
げ
て
い
る
。

た
だ
、
労
働
組
合
の
加
入
・
非
加
人
と
い
う
点
で
、
支
持
率
減
少
は
あ
る
も
の
の
依
存
率
を
プ
ラ
ス

O・
六
上
げ
て
い
る
の
が
、
上
に

み
ら
れ
た
傾
向
の
唯
一
の
例
外
と
い
え
る
。

ー
八
六
年
の
指
数
の
変
化
の
方
で
は
各
々
マ
イ
ナ
ス

O・
ニ、

二
九

の
仮
説
は
ほ
ぼ
支
持
さ
れ
た
。

マ
イ
ナ
ス

0
・
1
の
低

F
で
あ
る
。

四
0
代
が
プ
ラ
ス

0.--‘

五
0
代
が
プ
ラ
ス

0
・
ニ
で
あ
っ
て
、
若
年
層
の
構

以
上
ま
と
め
て
い
う
と
、
六

0
年
代
に
進
行
し
た
社
会
党
の
基
本
的
支
持
層
の
喪
失
傾
向
は
七

0
年
代
に
な
っ
て
も
止
ま
ら
ず
、
高
年

齢
化
、
非
労
働
者
政
党
化
、
非
都
市
政
党
化
を
進
め
た
と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
唯
一
の
例
外
で
あ
る
労
働
組
合
加
入
者
へ

の
社
会
党
の
依
存
度
の
高
さ
は
、
総
評
依
存
の
社
会
党
と
し
て
は
当
然
と
い
え
る
も
の
だ
が
、
逆
に
い
う
と
も
は
や
社
会
党
は
労
組
加
入

者
以
外
の
幅
広
い
支
持
層
を
確
保
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
で
第

②
社
会
党
支
持
層
の
保
守
化
。
選
挙
結
果
に
現
れ
た
政
党
得
票
率
の
選
挙
間
変
化
は
、
政
党
支
持
の
変
化
を
表
す
だ
け
で
な
く
、
前
回

の
投
票
行
動
と
今
回
の
投
票
行
動
の
変
化
に
よ
っ
て
直
接
に
は
生
じ
る
。
選
挙
人
に
よ
る
投
票
政
党
の
変
更
、
棄
権
層
の
投
票
、
投
票
層

の
棄
権
が
そ
の
変
化
の
主
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
ま
ず
、
推
協
調
査
か
ら
、
前
回
社
会
党
投
票
層
の
今
回
の
投
票
政
党
の
変
化
の
特
徴

を
拾
い
上
げ
て
み
よ
う
。
第
V
|
4
表
は
一
九
七
ニ
ー
八
六
年
の
両
者
の
ク
ロ
ス
の
時
系
列
表
で
あ
る
。
表
に
よ
る
と
、
七

0
年
代
の
社

会
党
票
の
次
回
選
挙
で
の
定
着
率
は
八

0
年
代
と
比
べ
て
そ
う
高
い
と
は
い
え
な
い
が
、

そ
の
票
の
流
れ
る
方
向
は
自
民
党
に
は
五
ー
六

％
に
安
定
し
て
い
る
一
方
、
社
会
党
以
外
の
野
党
（
四
党
計
）
に
八
—

1
0
％
も
流
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
流
れ
る
先
の
政
党
は
七
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V-4表 前回衆院選社会党投票者の投票政党

， 

： 
1972 1976 1979 1980 1983 1986 ： 

[l 民 5.7 5.1 6.3 7.8 4.3 11. 0 

社 ム 78.l 80.l 81. 3 84.5 86.8 80.5 ーム^

（四党計） (10.6) (7 .9) (9. 1) (5. 5) (4. 7) (3. 7) 

／J__＼ 、 明 1.2 l. 7 1. 8 l. 8 1.6 1.1 
： 

民 ネt ： 1.4 1. 7 3.3 0.9 0.8 1.5 

iノl:‘ 産 8.0 2.5 3.3 2.2 1. 9 1.1 

新 自 ク 2.0 0.7 0.6 0.4 0.0 

諸 派 ： l. 2 l. 7 0.4 1.5 1.2 0.0 

ィ＜ 明 4.5 5.0 3.0 0.6 3.1 4.8 

的
な
差
で
自
民
党
へ
の
逸
脱
票
が
み
ら
れ
た
。

八
六
年
に
自
民
党
へ
が
八
・
九
％
野
党
三
党
が
―
-
•

-
％
と
圧
倒

ン
ス
が
野
党
三
党
よ
り
に
崩
れ
て
ゆ
き
、

八
0
年
に
一
時
自
民
党
よ
り
に
な
っ
て
八

野
党
三
党
三
・
五
％
と
半
分
に
分
け
た
後
、

七
六
年
か
ら
七
九
年
に
か
け
て
そ
の
バ
ラ

六
年
に
は
八
ー
一
―
-
％
と
低
い
。

他
党
へ
の
票
の
流
れ
方
は
、

七
二
年
に
は
自
民
党
と

八
三
年
に
お
い
て
、

八
五
％
を
超
え
る
高
い
割
合
を
示
し
て
い
る
。
七
―
-
、

八
0
、
)¥ 

気
政
党
を
反
映
し
て
様
々
で
あ
る
。
七

0
年
代
の
社
会
党
の
票
を
失
う
原
因
は
、
社
会

党
外
野
党
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
と
い
う
意
味
で
、
多
党
化
モ
デ
ル
の
影
響
下

三
・
七
ー
五
•
五
％
に
低
下
す
る
。

の
波
に
洗
わ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
が
い
え
る
だ
ろ
う
。

八
三
年
の
社
会
党
に
有
利
な

の
高
率
で
自
民
党
へ
の
流
動
票
が
増
大
す
る
。
他
の
野
党
は
七

0
年
代
か
ら
半
減
し
て
、

八
0
年
代
の
社
会
党
は
明
ら
か
に
保
守
化
モ
デ
ル

社
会
党
支
持
層
の
他
党
投
票
1
1

逸
脱
票
と
い
う
観
点
か
ら
の
投
票
行
動
に
も
似
た
よ

一
九
七
ニ
ー
八
六
年
の
社
会
党
支
持
層
の
他
党
投
票
は
第
V
I
5
表
に
示
さ
れ
て

い
る
。
表
に
よ
る
と
、
社
会
党
支
持
と
投
票
が
一
致
す
る
一
貫
票
は
一
九
七
六
、
七
九
、

年
再
び
野
党
擾
位
、

う
な
状
況
が
み
ら
れ
る
。

状
況
が
例
外
的
に
出
た
時
点
を
除
き
、

八

0
年、

八
六
年
と
も
七
・
八
ー

・
O
 %
 

に
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

八
0
年
代
に
な
る
と
、

二
年
が
共
産
党
で
あ
っ
た
り
、

七
六
年
が
新
自
由
ク
ラ
ブ
で
あ
っ
た
り
そ
の
時
々
の
人

三
〇
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1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

V-5表 社会党支持層の一貫票と逸脱票

（推協調査、 NA• DK省略）

： ' '  
''  

投票年： 自民党 '！' 社会党 ' ； ' ＇ のそ野の他党

： 

1986 8.9 ： 83.1 ： 2. 1 

1983 0.8 89.5 ： 4.7 

1980 ： 7.3 82.8 6.6 ： ： 
1979 ： 2.7 85.6 6.6 

1976 3.5 87.0 4.3 

1972 
： 
3.5 83.9 3.5 

せ
る
。
大
き
な
変
化
は
む
し
ろ
、
「
ど
ち
ら
で
も
な
い
」
グ
ル
ー
プ
で
、

プ
で
あ
る
。
政
治
に
対
す
る
満
足
度
で
み
る
と
、
十
分
満
足
と
だ
い
た
い
満
足
の
満
足
層
計
が
七
一
一
、
七
六
、
七
九
、

・
四
、
ー
ニ
ニ
・
八
ー
一
ロ
・
四
ー
一
六
・
七
—
ニ
―

七
八
・
ニ
—
八
四
・
七
ー
八
一

こ
の
よ
う
な
項
目
の
中
か
ら
で
も
、
社
会
党
支
持
層
の
保
守
化
と
い
う
か
む
し
ろ
、
革
新

的
支
持
層
と
し
て
の
性
格
を
弱
め
る
形
で
、
没
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
化
、
非
政
治
不
満
政
党
化
が

進
行
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
で
あ
ろ
う
。
支
持
層
の
非
革
新
化
は
、
特
に
保
守
に
有
利
な

刺
激
の
あ
る
選
挙
で
は
自
民
党
へ
の
逸
脱
を
生
む
こ
と
が
十
分
に
予
想
さ
れ
る
。

「
職
業
の
利
益
」
、

こ
こ
で
は
、
更
に
、
推
協
調
査
の
中
か
ら
「
候
補
者
選
定
基
準
」
と
「
党
か
人
か
」
を
取

り
上
げ
て
み
よ
う
。
候
補
者
選
定
基
準
の
う
ち
、
「
利
益
」
と
名
付
け
て
あ
る
「
地
元
の
利
益
」
、

そ
し
て
「
国
全
体
の
政
治
」
と
い
う
選
択
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
質

問
項
目
は
衆
院
選
で
毎
回
聞
か
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
「
党
か
人
か
」
と
い
う
選
定
基
準
は

下
を
示
し
て
い
る
。

六
年
で
各
々
ニ
ハ
・
六
—

％
で
若
干
保
守
が
伸
び
る
一
方
、

革
新
系
と
す
る
も
の
、

各
々
七

．

0
|
八
―
―-
•
O
I
八
一

こ
ニ
・
九
、

q‘‘ 
・
ナ

―二
1

1ー一

-――
"

i

 

¥
)
‘
 

ー

i
r
(
 

¥
 

1

1

一、

J-]-

八

・
八
％
と
上
昇
し
て
い
る
の
に
対
し
、
不
満
層
は

・
八
ー
七
四
・
一
と
八
六
年
に
低

ニ
八
•
五
、
一
―
―-.
0
と
八
％
の
ア
ッ

1

ヽ
↑
‘
¥
、
・
ニ
1

ヽ

1
/
j
 

•i 

六
八
・
一
、
六
四
・

↓
と
八
六
年
に
低
下
を
み

そ
の
原
因
と
し
て
、
社
会
党
支
持
層
そ
の
も
の
の
う
ち
に
保
守
的
態
度
を
保
有
す
る
傾
向

そ
れ
が
投
票
に
も
反
映
し
た
の
だ
と
い
う
仮
説
で
デ
ー
タ
を
み
て
み
よ
う
。
推
協
デ
ー
タ
の
各
種
質
問
項
目
の
中

か
ら
任
意
に
い
く
つ
か
拾
い
上
げ
て
み
る
と
、
例
え
ば
本
人
が
保
守
系
か
革
新
系
か
と
い
う
項
目
で
は
次
の
よ
う
な
傾
向
が
あ
る

略
）
。
社
会
党
支
持
層
の
中
で
自
分
を
保
守
系
と
す
る
も
の
は
じ
．

1

ヽ

ヒ
六
、

↓‘
 
i

i

 

＼
コ

J~i 

八
六
年
各
々
→
-
•
九
、
二三． 
}¥ 
ヽ

1

ヽ

1

-

．―
i
 

i-~

" 

四
．

o
（
表
省

が
強
く
な
っ
て
ゆ
き
、

な
ぜ
社
会
党
票
が
他
党
に
逸
脱
す
る
か
？
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「
政
党
を
重
く
み
て
」
、
「
候
補
者
個
人
を
重
く
み
て
」
、

ー
八
六
年
の
社
会
党
支
持
層
の
み
の
変
化
は
、

>
1
6
表
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
利
益
」
の
変
化
は
、
七
二
か
ら
八
六
年
期
間
の
総
変
化
が

「
地
元
」
が
プ
ラ
ス
一

0
・
三
％
で
、
「
国
」
が
マ
イ
ナ
ス
九
・
一
％
、
「
職
業
」
は
プ
ラ
ス
四
・
三
％
と
、
「
地
元
」
派
が
「
国
」
派
を
喰

う
形
で
確
実
に
増
加
し
て
い
る
。
又
、
「
党
か
人
か
」
項
目
で
は
、
「
候
補
者
」
が
プ
ラ
ス
四
・
四
％
、
「
党
」
が
マ
イ
ナ
ス
六
・
三
％
と
「
候

補
者
」
派
が
「
党
」
派
を
喰
う
形
で
増
加
を
続
け
て
い
る
。

該
当
実
数
は
少
な
い
が
、
こ
の
二
項
目
と
逸
脱
票
と
の
関
係
は

V
I
7
、
8
表
に
示
し
て
お
い
た
（
七
九
年
と
八
六
年
は
省
略
）
。
即
ち
、

「
利
益
」
項
目
で
は
、
「
地
元
」
利
益
派
が
自
民
党
に
逸
脱
す
る
程
度
が
他
の
項
目
よ
り
大
き
く
、
特
に
ダ
ブ
ル
選
挙
の
際
は
他
の
野
党
へ

の
逸
脱
の
倍
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
に
「
党
か
人
か
」
で
は
八
三
年
選
挙
を
例
外
と
し
て
、
「
候
補
者
」
派
が
自
民
党
に
投
票
す
る
割
合
が

以
上
の
結
果
か
ら
、
候
補
者
選
定
理
由
で
み
る
限
り
、
八
三
年
の
選
挙
で
若
干
そ
の
程
度
を
落
と
し
た
も
の
の
、
自
民
党
へ
の
逸
脱
が
、

年
々
増
加
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
更
に
地
元
利
益
代
表
感
を
選
定
理
由
と
す
る
も
の
が
増
え
て
来
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
候
補
者
個
人

を
重
視
す
る
社
会
党
支
持
層
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
自
民
党
逸
脱
が
、
地
元
、
候
補
者
個
人
に
多
い
と
い
う
こ
と
が

わ
か
る
。
即
ち
、
不
十
分
な
カ
テ
ゴ
リ
ー
な
が
ら
、
社
会
党
の
現
職
政
権
政
党
へ
の
逸
脱
の
増
加
が
、
社
会
党
支
持
層
の
増
大
す
る
地
元

利
益
主
義
と
、
没
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
候
補
者
個
人
主
義
と
い
う
保
守
的
選
定
基
準
の
増
加
に
一
定
程
度
依
存
し
て
い
る
と
い
う
の
が
わ
か

る
の
で
あ
る
。

八
三
年
は
そ
の
傾
向
が
若
干
収
ま
っ
た
が
、

社
会
党
は
、
六

0
年
代
末
に
、

要
約

い
棄
権
率
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

常
に
高
い
。

そ
し
て

「
一
概
に
い
え
な
い
」

三

の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
分
け
ら
れ
る
。
両
項
目
の
七
ニ

そ
れ
は
、
「
田
中
批
判
選
挙
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
、
強
い
自
民
党
批
判
と
高

そ
の
基
本
的
支
持
層
で
あ
る
若
年
層
と
産
業
労
働
者
の
支
持
を
失
っ
た
。
七

0
年
代
以
降
に
お
い
て
も

8 -3 -376 (香法'88)



冒

1969年の決定的選挙一日本社会党の得票構造の史的分析（神江）

V-6表 衆院候補者選定基準 (NA• DK、一概にいえないは省略）

（社会党支持層のみ）

「利 益」 「党か人か」

地 元：職 業： 国 党 ：候補者

1986 25.4 24.2 41.5 55.9 35.2 

1983 19.2 ： 25.1 46.4 59.8 ： 31.0 ： 
1980 19.8 17.2 51. 3 59.0 32.6 

1979 28.8 22.2 37.0 55.3 31. 9 

1976 19.2 ： 16.0 ： 52.0 64.5 29.0 

1972 15.1 19.9 50.6 62.2 29.8 

V-7表 「利益」と投票政党（社会党支持層のみ）

地 ）じ 職 業 国

''  ''  ''  ''  ''  
自民；社会：他党 自民：社会．；他党 自民：社会；他党

''  

''  ： 
''  

1893 4.4 : 87.0: 4.3 0. 0 : 90. 0 : 3.3 0.0 : 89.2 : 5.4 

1980 13. 0 : 74 .1 : 5.6 4.3 i 89.4 : 2.1 5.7 : 85.7~ 4.3 
''  ''  ''  

1976 7.0 : 81.7 : 5.6 l. 7 : 94. 9 : l. 7 3.1 : 85.9 : 5.7 
''  

1972 9.4 : 71.9 : 4.7 2 .4 : 92. 9 : l. 2 2.3 : 82.7 : 6.1 
： ''  

V-8表 「党か人か」と投票政党（社会党支持層のみ）

党 候 補 者

''  ''  
''  ''  

自民；社会；他党 自民；社会：他党
''  ，， 

' '  ''  ''  
1983 0.0 : 91.6 : 3.5 2. 7 : 82. 4 : 6.8 
''  ''  

1980 4. 4 : 91. 9 : 3.1 12 .4 : 68 .5 : 6.7 
’‘  ''  
''  ''  

1976 0.8 : 90.8 : 2.9 IO. 3 : 78. 5 : 8.4 
''  ''  

1972 0.8 : 90.5 : 2.3 9.5 : 70.6 : 7.1 
''  ''  
''  ''  

8-3-377 (香法'88)



上
の
二
つ
の
階
層
と
都
市
型
有
権
者
の
支
持
を
失
う
傾
向
は
と
ど
ま
ら
な
い
だ
け
で
な
く
、

も
保
守
的
態
度
と
投
票
行
動
を
示
す
も
の
が
増
え
て
き
た
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
、
候
補
者
選
定
基
準
の
年
次
変
化
の
中
に
も
現
れ
て
い
る
。

ひ
と
つ
も
し
く
は
ひ
と
つ
以
上
の
選
挙
で
政
党
の
性
格
が
変
化
し
て
し
ま
い
、

1

九
六
九
年
の
総
選
挙
は
社
会
党
に
と
っ
て
決
定
的
選
挙
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
選
挙
結
果
の

諸
指
標
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
通
り
で
あ
る
。

定
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、

八
0
年
代
に
入
る
と
社
会
党
支
持
層
の
中
に

も
と
の
性
格
に
戻
る
こ
と
が
な
く
な
る
選
挙
を
決
定
的

し
か
し
、
選
挙
が
政
党
を
変
え
る
の
で
は
な
く
、
政
党
の
構
造
的
変
化
が
選
挙
結
果
で
確

そ
れ
ら
の
変
化
は
、
変
化
の
原
因
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
民
社
党
や
公
明
党
の
登
場
な
ど
、
特
定
選
挙
に
関
係
し
た

変
化
と
い
う
も
の
は
変
化
の
時
点
が
特
定
し
や
す
い
が
、
都
市
化
、
候
補
者
属
性
、
支
持
層
の
動
向
等
と
い
っ
た
、
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

な
変
化
は
し
ば
し
ば
長
期
的
な
変
化
を
社
会
党
に
与
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
特
定
選
挙
に
関
連
付
け
る
こ
と
は
む
ず
か
し
い
。
長

期
的
な
デ
モ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
な
政
党
の
質
的
変
化
は
、
決
定
的
選
挙
の
洗
礼
を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
確
定
す
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き

一
九
六
九
年
の
変
化
を
特
定
で
き
る
よ
う
な
政
治
的
事
件
を
探
り
出
す
作
業
も
今
後
必
要
で
あ
ろ
う
。

八
0
年
代
以
降
の
変
化
に
つ
い
て
ひ
と
つ
だ
け
付
言
す
る
と
、
社
会
党
が
保
守
化
の
影
響
を
う
け
た
選
挙
は
い
ず
れ
も
同
日
選

挙
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

八
三
年
選
挙
が
社
会
党
の
長
期
低
落
に
と
っ
て
ノ
イ
ズ
で
あ
る
の
か
、

多
党
化
モ
デ
ル
に
と
っ
て
ノ
イ
ズ
で
あ
る
の
か
、
更
に
長
期
的
観
察
が
必
要
と
さ
れ
る
。

る
。
そ
の
意
味
で
は
、

選
挙
と
仮
に
い
う
な
ら
ば
、

お

わ

り

に

八
0
・
八
六
年
選
挙
の
自
民
党
勝
利
が

三
四
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を
指
摘
し
た
。

M
c
A
d
a
m
s
 ̀
 JC
.
,
'
D
e
t
e
r
m
i
n
a
n
t
s
 o
f
 S
p
e
n
d
i
n
g
 b
y
 H
o
u
s
e
 C
h
a
l
l
e
n
g
e
r
s
,
 1
9
7
4
-
8
4
,
'
1
9
8
7
,
 A
J
P
S
,
 V
o
l
.
 31, pp. 4
6
3ー

6.
同
様
宮
に
、
ラ
グ
ス
デ

ー
ル
は
、
選
挙
区
と
現
職
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
（
政
策
）
の
乖
離
、
現
職
の
倫
理
上
の
問
題
が
あ
る
場
合
新
人
の
挑
戦
を
あ
お
る
こ
と
に
な
る
こ
と
を
見
い

だ
し
た
。

R
a
g
s
d
a
l
e
,
L., a
n
d
 C
o
o
k
,
 T
.
E
.
,
'
R
e
p
r
e
s
e
n
t
a
t
i
v
e
s
'
A
c
t
i
o
n
s
 a
n
d
 C
h
a
l
l
e
n
g
e
r
s
'
R
e
a
c
t
i
o
n
s
,
'
1
9
8
7
,
 A
J
P
S
 ̀
 Vo
l
.
 31, pp. 5
5ー

57.

③
実
際
に
、
候
補
者
の
選
挙
資
金
が
投
票
に
効
果
が
あ
る
か
ど
う
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
グ
ラ
ン
ツ
ら
の
研
究
が
あ
る
。
彼
ら
に
よ
る

と
、
現
職
と
新
人
と
の
マ
ー
ジ
ン
を
従
属
変
数
と
し
て
、
新
人
支
出
、
現
職
支
出
、
選
挙
人
の
（
政
党
）
登
録
を
独
立
変
数
と
し
て
回
帰
分
析
を
行
っ
た

が
、
現
職
の
支
出
は
マ
ー
ジ
ン
に
影
響
し
な
か
っ
た
が
、
新
人
の
支
出
は
影
響
し
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

G
l
a
n
t
z
,
S
.
A
.
,
'
E
l
e
c
t
i
o
n
 
O
u
t
c
o
m
e
s
,
'
 

1976, J
P
 ̀
 Vo
l
.
 38, p. 
1037. 又
、
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
取
り
上
げ
方
も
金
の
あ
る
新
人
の
方
は
金
の
な
い
新
人
よ
り
新
聞
内
容
に
よ
く
反
映
さ
れ
た
と
い

う
ク
ラ
ー
ク
ら
の
研
究
も
あ
る
。

C
l
a
r
k
e
,
P., 
a
n
d
 E
v
a
n
s
 ̀
S
;
 C
o
v
e
r
i
n
g
 C
a
m
p
a
i
g
n
s
,
 1983, p. 31. 
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こ
の
よ
う
に
、
米
国
で
は
選
挙
資
金
が
集
票
効
果
を
決
め
る
要
因
と
し
て
、
公
職
歴
に
並
ん
で
重
視
さ
れ
る
が
、
日
本
の
場
合
、
選
挙
資
金
支
出
の
不

透
明
な
実
態
、
又
、
か
な
り
な
部
分
が
宣
伝
活
動
な
ど
に
支
払
わ
れ
る
米
国
と
比
べ
て
日
本
の
選
挙
法
が
そ
れ
を
規
制
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
、
選
挙
資

金
の
多
く
が
選
挙
運
動
期
間
外
の
集
票
活
動
に
投
入
さ
れ
る
と
い
う
日
本
の
実
態
か
ら
考
え
て
、
本
論
で
は
変
数
か
ら
外
し
た
。

(
8
)
川
人
氏
は
、
定
数
と
泡
末
候
補
者
を
除
い
た
有
力
候
補
者
数
に
よ
っ
て
得
票
率
が
決
ま
る
と
考
え
、
三
人
区
、
四
人
区
、
五
人
区
の
定
数
別
制
御
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
政
党
別
時
系
列
分
析
を
行
っ
た
。
日
本
の
中
選
挙
区
制
と
い
う
要
因
を
重
視
し
た
注
目
す
べ
き
研
究
で
あ
る
。
川
人
貞
史
「
中
選
挙
区
制
に

お
け
る
得
票
率
の
分
析
」
（
『
北
大
法
学
論
集
』
第
三
八
巻
第
一
一
号
）
昭
和
六
二
年
、
三
四
一
ー
四

0
四
頁
。

(
9
)
石
川
真
澄
『
戦
後
政
治
構
造
史
』
一
九
七
八
年
、
一
―
―
六
I

―
二
七
頁
。

(10)
三
宅
一
郎
「
有
権
者
構
造
の
変
動
と
選
挙
」
（
日
本
政
治
学
会
編
『
五
五
年
体
制
の
形
成
と
崩
壊
』

(11)
七
0
年
前
後
に
一
時
全
野
党
後
退
の
戻
し
が
あ
る
。
石
川
前
掲
書
、
―
二
八
頁
。

(12)
柚
正
夫
編
『
国
政
選
挙
と
政
党
政
治
』
一
九
七
七
年
、
一
一
六
頁
。

(13)
石
川
前
掲
書
、
一
―
一
九
頁
。

(14)
三
宅
前
掲
論
文
、
二
八
四
ー
五
頁
。

(15)
石
川
前
掲
書
、
一
二
三
ー
ニ
ニ
四
頁
。

―
九
七
九
年
所
収
）
、
―
-
八
三
頁
。

四
〇
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